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ｏ

し べ の
て と 「
「 な 真

文 る 善
学 こ 美
博 と に士 ） 対

」 を す

の 具 る

学 現 献
位 し 身
を た と
お こ ’

大管

長
の
ヨ

偉大

な
指
導
力 ．
と
奉

に ’修 教 日 最 の の

対 ユ 士 会 ’高 組 霊
す タ 」 の ユ の 織 の
る 州 の 教 タ 裁 は 指
な ロ 称 育 州 定 ’導
ら １ 号 委 プ を 大 者
び ガ を 員 ロ し 管 と
な ン お と ヴ て 長 し
き の く し オ そ の て
指 ユ る て の の 人 召
導 タ 。効 ブ 働 類 さ
と 州
’農

市 業民 大

の．学

改 は
善 ’
お マ
よ ツ
び ケ・
霊 イ
の 大

改 管
善 長
に の
つ 「

く 教
し 育
た に
功 対
を す
感 る
謝 め
し ざ
て ま
」 し

「 い ．
法 貢

果 リ ら に れ
あ ガ き 対 た
る ム に す 早
働 ・ 対 る い ．
ら ヤ す す ご
き ン る ぐ ろ
を グ 学 れ か
し 大 園 た ．ら’学 の 献 ’

か は 表 身 隣
つ ’章 的 人

人 マ を の に
類 ッ し 奉 め
向 ケ て 仕 ざ
上 イ い を ま
の 大 る 認 し
た 管 ｏめ い
め 長
生 が
涯 「
を 有
か 能
け な
献 教
身 師
を で
し．あ
た り

て 奉
居 仕
り を’ し

こ て

れ 居
ら ら
公 れ
共 る
の 。

団 い

馳 麟 蹉 窟 縫
れ 訪 四 あ （ イ 手 教 つ の
る ず 月 る ダ ン 引 会 て 講
の れ 号 。 ク プ き の 以 話
は る に タ ル を た 来 を　
も 内 「 ダ １ １ 多 め 「 しち 外

モ ク ・ ヴ く に イ て ．９ろ 知 ル

タ リ メ あ い と 居ん 名 モ
１ ユ ン ら ろ『フ ら’

の ン ． １ ト わ い ル れ

き 士 教 リ リ エ し ろ １ る

わ は 徒 ユ ン ラ た の ヴ 。
め ’ の ［ ・ 編 。 資 メ

穎都 罫 糠 鰍 ．
切 長 ケ ． ケ ニ や 働 工
で 事 イ マ イ ’ い ら ラ

１鞘 １霧ｌｌ

ｌｌ難 羅
灘 華馨鴛 １
に 訪 を （ の も 使 Ｌ
強 ず 掲 全 ダ ク の 徒 の
い れ さ 国 ク レ に Ｌ 上

印 ’い 的 タ ヤ 次 と 席
象 大 し の ［ ミ の 題 論
を 管 た 雑 ・ ッ 四 す 説
受 長 。誌 リ ド 種 る 委
け が
て 広
い く
る 国
。の

内
外

「 ユ ル の 本 員
コ ［ ミ 著 ’ と

ロ リ ス 作 そ し

ネ ン 嬢 が の て
ツ ・ 編 あ 他 働

ト マ 集 る 霊 ら
」 ッ ） ．。 感 く

●
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つ

し

と ★ ★ ル 重 ★ 誉 の 誉 ★ 三 力 ［ 長 ★ の ★ と ★ ★ さ 会 博 ★ く
功 千 こ ト な ア 会 名 委 マ 回 リ Ｌ の 二 人 「 に イ 次 れ 経 士 千 る績
九 の レ 貢 メ 員 誉 員 ツ 年 フ 章 「 ユ 々 ブ 献 リ に た 営 Ｌ 九 、Ｑ
の 百 外 ｉ 献 リ と 会 長 ケ 次 ヤ を 青 １ に ル．身 ノ 挙 り の の 百

あ 五 マ ク Ｌ カ な 員 と イ 集 ル お 年 ヨ 宗 ！ し イ げ ｉ 学 学 五
つ 十 ツ 市 を ・ る の な 大 会 二 く に １ 教 キ か 州 る ． 校 ．位 十

た ニ ケ ア 表 ボ 。 称 り 管 に ヤ る 対 ク 的 イ つ シ 教 Ｌｂ の を 一・

こ 年 イ メ 章 イ

と 九 大 リ し ス

を 月 管 力 て 力

表 十 ・長 ・ 「 ウ

章 四 に ボ シ ト
し 日 お イ ル 大

て ’ く ス ヴ ソ
Ｌ タ ら カ ア ル

マ マ れ ウ ｝ ト
ッ ス た ト ビ レ

ケ ・ 褒 大 ｌ ｌ

イ Ｄ 賞 ソ バ ク

大 ・ は ル １ 評

管 デ 次 ト 」 議

長 イ の レ 章 会
に ｉ 通 ｉ を は

褒 記 り ク お ’

賞 念 で 評 く マ

を 病 あ 議 つ ッ
お 院 る 会 た ケ

く は 。 の Ｑ イ
つ 「

た 国。家

マ 社
ツ 会
ケ の
イ 健

大 康
管 を
長 守
は り
’か

デ つ
イ増

１ 進
家 す
の る

人 こ
々 と
が に

所 関
有 心

年 そ 大
次 し 管
会 て 長
議 ’の
に 千 「

於 九 ス
て 百 力

贈 五 ウ
呈 十 ト
、さ 六 プ
れ 年 ロ
た 一 グ
。月 ラ

ニ ム

十 に
六 対
日 す
’ る

ユ 非

タ 常
州 に
ソ 貴

号 ’長 お 州 よ す 州 ’国 こ 力 育
を 千 は い ロ う る ’学 立 れ ゴ 団
受 九 千 て ス 推 奉 ア 問 褒 ら の 体
け 百 九 マ ア 薦 仕 メ 的 賞 を 国 お
た 五 百 ッ ン を の リ ’団 奨 際 よ
。十 五 ケ ジ し い 力 愛 体 励 外 び ・

そ 一 十 イ エ た ち ・ 国 Ｌ し 科 市
し 年 一 大 ル ｏ じ ボ 的 は た 医 の
て 十 年 管 ス そ る イ 霊 千 こ 科 組
ま 二 十 長 ’ し し ス 感 九 と 大 織
た 月 月 に ス て い カ を 百 Ｌ 学 等’三 十 贈 タ こ 記 ウ 与 五 を は は

千 十 四 呈 ツ れ 録 ト え 十 表 ”
九 一 日 さ ト は を 国 た 六 章 マ マ

百 日 ’れ ラ ’表 家 か 年 し ツ ッ
五 ’末 た １ 第 章 評 ど 五 て ケ ケ

十 ア 日 。ホ 三 し 議 に 月 ’ イ イ
七 メ 聖 テ 回 て 会 よ 四 同 大 大

年 リ 徒 ル 国 Ｌ の り 日 校 管 管
七 カ イ で 家 国 す Ｌ ’ の 長 長

月 ・ 工 催 少 家 ぐ こ ソ 名 の に
ニ ボ ス お 年 評 れ の ル 誉 「 賞
十 イ ・ さ 団 議 た 団 ト 会 人 と
九 ス キ れ 大 会 働 体 レ 員 類 名
日 カ リ た 会 の ら の ｉ た の 誉’ウ．ス ア に 最 ．き 名 ク る 福 会

ア ト ト メ 関 高 に 誉 市 資 祉 員
メ ’教 ワ 連 章 対 会 に 格 に と
リ 大 会 力 し で す 員 お を 対 を
カ ソ ボ ボ て あ る た い お す お
・ ル イ イ 千 る 褒 る て く る く

ボ ト ・ ス 九 「 賞 資 ’ っ 貢 っ
イ レ ス カ 百 シ 委 格 マ た 献 て
ス ｉ カ ウ 五 ル 員 を ツ 。 と い

カ ク ウ ト十 ヴ 会 お ケ ， ’る
ヴ 評 ト 国 三 ア は ・く イ 教 。
ト 議 関 家 年 １ ’ つ 大 育
国 会 係 評 七 ・ マ た 管 と
家 幹 委 議 月 バ ッ 。長 人評 部 員 会

十 ツ ケ が 道
議 理 会 ・ 第 七 フ イ 「 的

会 事 の 四 日 ア大 無 努名 会 名 十 ’
ロ 管 数 力

一 ４３２一
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導 く 六’ る 月

海 。十
外 そ 四
に の 日
お 感 ’
け 状 ぺ
．る の ン．

伝 一 シ
道 部 ル
部 を べ
の あ 二

統 げ ヤ率
る 州
’ と フ

教 次 イ ’
義 の 、ラ
に 通 デ

関 り ル
す で フ
る あ イ

書 る ヤ．籍 ｏの

の 「 テ

執 ・貴 ン
筆 殿 プ、の ル

教 生 大
会 涯 学
経 は は営
こ ’
の れ マ
．実 ま ツ

業 で ケ
界 教 イ
の 会 大

指 の 管導 評 長

等 議 に
に．会 「
費 ’文
や 教 学
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科 た 「 一
学 の 南 の協
は 北 博

会 千 ア 愛’九 メ 行

国 百 リ 為
民 五 力 を
旅 十 ・ 推
行 五 ギ 賞
ク 年 リ し
ラ 十 シ て
フ ー ヤ ー１
’月 大 南

ソ ニ 主 北
ル 十 教 ア

ト 日 管 メ
レ で 区 リ
１ あ 黄 カ
ク つ 金 ’
・ た 記 ギ

ロ 。章 リ
１ 」 シ

タ を ヤ

★ 贈 正 ★ シ 章 と ル
マ つ 教 ギ ヤ Ｌ 理 殿
ツ て 会 刃 総 を 解 下
ケ そ 大 シ 領 贈 と は
イ の 主 ヤ 事 呈 を 「

大 名 教 戦 代 さ 増 宗管
誉 管 災 理 れ 進 教長
を 区 救 ジ た す の
は 表 」 済 ヨ 。 る み
’章 は 運 ン こ た な

二 し 「 動 ・ の め ら
ユ た 無 な Ａ 勲 に ず

１ 。欲 ら ・ 章 た 教
ヨ マ な び ツ の ゆ 育

１ ッ行 に オ贈 む の
ク ケ 為 イ ニ 呈 こ 面
州 イ の・オ ス 式 と に
コ 大 尊 二 氏 は な も
ロ 管 厳 ヤ 主 ’ く い

ン ．長 と 救 催 千 努 ち

曽 類 瀦 力乞
大 に と 動 な．五 を し
学 購 を に わ 十 し い
の 呈 認 対 れ 四 て 功

政 さ め す た 年 立 績
治 れ ㌧ る 。十 派 の

， 一 な あ

月 成 つ
二 功 た

十 を こ
九 収 と ・
日 め と
ユ た ’

タ こ 諸
ホ と 国
テ Ｌ 民
ル を の
に 表 間

お 章 に
け し 民
る て 主

正 「 主
餐 大 義
会 勲 の
の 位 理
と 騎 想
き 士 と
ギ 十 善
リ 字 意

麟 　

友 ★ 千 新 と ★ 権

愛 末 九 し し ユ の
の 日 百 く て タ 変

手 聖 五 建 ま 州 更
を 徒 十 て た プ を
さ イ 四 ら 教 ロ 行
し 工 年 れ 育 ヴ な
の ス 十 た と オ わ
べ ・ ニ ー［い 、な

た キ 月 教 う ブ け
。 リ 十 育 気 リ れ

震 ス 四 セ 高 ガ ば
災 ト 日 ン い ム な

１蟻
ヤ 大

島 管
の 長

人 の
民 偉
に 大

与 な
え 指
ら 導
れ を
た 受
こ け
の て

偉 ’
大 ギ
な リ
貢 シ
献 ヤ
に 国

対 民
し が
’災

ギ 害
リ を
シ 蒙
ヤ つ

国 た
王 と
パ き

ウ に

灘
イ る 教 れ
ン し 会 る
グ い の 。
」 貢 管 ‘

と 献 理
命 が 役
名 あ 員
し つ と

た た し。Ｌ て
ツ ワ
　 　 　

の と 世
建 を 界
物 表 的
の 章 の

献 し 人
堂 て 物
は 、』

◎
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◎

つ

し

大 ツ管 ’

長 べ
の ル

伝 リ

え ン
る に

こ 滞

と 在

ば 中

は ’

「 マ

鉄 ツ
の ケ
カ イ
１大
テ 管 ．
ン 長
」 は ラ 部 ツ

の 強 ン 長 ケ

か カ ド た イ
な な の ち 大
た ア パ と 管
に メ １ 数 長 ．

在 リ シ 多 は
る カ キ く 九

多 放 ヴ の 箇
く 送 イ協 国
の 局 大 議 に

教 Ｒ 統 会 あ
会 １ 領 を る員
Ａ そ 開 十
の Ｓ の い 箇

耳 に ほ た 所
に よ か 。の

達 り ’数 ま 伝
し 三 人 た 道
た 十 の 大 部
。分 ア 管 を

間 メ 長 訪
の り の ね

会 力 講 ’見 大
話 四

を 使 を 十
電 等 聞 五

波 が い の
に あ た 集

の ． つ 人 会 し 国 七 ★ ア る ハ 民 道 千 を ★ 指 ケ ★ 的 ★ り
せ ド た 々 で ヨ た ’ 日 千 ワ 。 ン 国 旅 五 伴 マ 導 イ マ 人 マ ｉ
、 イ 。の 講 １ 末 オ に 九 附 こ ト の 行 百 な

ツ 者 大 ッ世 名 ツ ・

中 話 ロ ’ ラ か 百 近 の レ 地 に マ つ ケ た 管 ケ 界 簿 ケ ク
に を ツ こ ン け 二 に ご １ を お イ・で イ ち 長 イ 旅 に イ ラ
は 述 パ の ダ て 十 一 と ’神 い ル ’大 も か 大 行 の 大 ブ
オ ベ に 歴 ” 一 基 は フ。に て に 南 管 大 ら 管 そ っ 管 等
ラ ’八 史 デ 教 年 の 千 ク 献 起 及 ア 長 管 受 長 の て 長 か
ン 五 週 的 ン 会 に 記 九 タ げ つ び フ は 長 け は 他 い の ら

ダ つ 間 旅 マ 員 お 念 百 プ る た ’ リ．千 の る ’の る 名 名
の の 滞 行 １ の け 碑 二 に 特 注 北 力 九 人 善 こ 伝
ユ 教 在 を ク た る が 十 お 権 目 氷 を 百 格 へ れ 道

リ 会 し 終 ’め こ 千 一 い を に 洋 除 二 に の ま 旅
ア 堂 て つ ノ に の 九 年 て 持 値 を き 十 接 感 で 行
ナ を 居 て ル ヨ 世 百 四 原 た す 除 当 年 し 化 教
：女 献 た 帰 ．ウ ｒ 界 二 月 住 れ る く 時 十 て が 会
王 堂 う 国 エ ロ 旅 十 の 民 た 経 す 設 二 霊 教 の
’ し ち さ １ ッ 行 一 二 の こ 験 べ 立 月 性 会 会

フ ’に れ ’パ の 年 十 聖 と は て さ 一 を の 員
イ伝 ’ た ス に ほ 五 三 徒 で ’の れ 日 高 会 に
ン 道 マ ｏエ あ か 月 日 た あ 千 太 て か め 員 霊

１ る に の に ち る 九 洋 い ら ら 問 感
デ 九 ’三 起 に 。百 を た 千 れ に と
ン 箇 マ 十 っ 講 今 二 わ 伝 九 る 一 は
’所 ッ ー た 話 一 十 た 道 百 と 層 げ

フ の ケ 日 。 を つ 一 り 部 二 共 い ま
イ伝 イ に ま し の 年 旅 を 十 に ち し
ン 道 大 建 た て 印 一 程 全 一 霊 じ を

ラ 部 管 て マ い 象 月 に 世 年 感 る 与
ン を．長 ら ッ る に 九 含 界 十 を し え

ド 巡 は れ ケ う の 日 ま に 二 受 く る’ つ 千 た イ ち こ ’れ わ 月 け な た

ド て 九 。大 に る．回 る た 二 て つ め
イ あ 百

ツ る 五
’ い 十

ス た ニ

ィ 。 年

盈循

；罫

謙 藁
．諸 ラ ら

署請
訪 ’ 二 『

問 英 十

管 マ 経 復 多 つ 十 い て に
長 オ 験 さ く て 四 る い 世
の り は れ の 訪 日 ｏる 界

訪 語 ２ た 場 問 ま ば 旅
問 の ヨ 福 所 さ で か 行

藷髪榎 雛 ２．讐
鰐 で勲 右 ．纏

葦縫 憲 論
’民 あア ， ワ た の は 力

駆 譜 鍬 穿 欝
’ ウ で ト 申 の 万 長 府 マ

ニ あ ’ 華 伝 二 考 ．の ツ

一 ４３４一』

ｏは 誉

「 会
米 員
国 の
名 資．士格

録 を
Ｌ㍉お ．

勇．蕊

磯

幽

ｌｌ

婁

　

難
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ク で は こ ★ 五 助 ★ え 原 会 な を ★ 何 は 府 マ ★ え 格
ル 出 ’の 千 十 け 千 た 住 議 ど こ め 千 回 こ ま 二 の イ 千 ’ と 外

聖 か 潰 と 九 五 と 九 。民 と を れ ぐ 九 も の た ユ 高 ル 九 訓 多 国
歌 け 奏 き 百 年 な 百
隊 て 旅 ロ 五 十 る 五
と 行 行 ン 十 二 よ 十
に か を ド 五 月 う 五

公 れ 始 ン 年 ニ ヒ 年
式 た め 神 の 十 ユ ニ
の ｏよ 殿 初 一 １月

あ ス う の 秋 日 ジ ’
い コ と 「 ’に ｉ 南

さ ッ し く 有 「 ラ 太
つ ト て わ 名 く ン 平

を ラ 船 入 な わ ド 洋
．す ン か れ モ 入 ’諸

る ド１ら 式 ル れ ハ 島
た の 上 Ｌ モ 式 ミ の
め グ 陸 に ン Ｌ ル 各
にヱリ し 参 ・ が ト 伝

出 ｉ た 加 ソ す ン 道迎
ノ ば す ル む の 部

え ッ か る ト と 近 を
て ク り た レ 直 く 巡
い 市 の め １ ち に 廻
た 長 聖 に ク に 建 旅
。 ジ 歌 す タ こ て 行

千 ヨ 隊 で バ の る 中
九 ン を に ナ 神 予 マ
百 ・ 迎 英 ク 殿 定 ッ
五 ポ え 国 ル の で ケ

十 ｉ る ロ 聖 建 あ イ層
五 タ た ン 歌 築 る 大

年 ｉ め ド 隊 が 神 管
八 氏 に ン は 始 殿 長
月 も ス に ヨ ま の は
十 同 コ 来 ［ つ た ’
九 じ ッ て ロ た め 南
日 く ト 居 ッ 。に 太
に マ ラ ら パ

聖 ツ ン れ 演
歌 ケ ド た ｉ奏隊
イ の マ 旅
が 大 グ ツ行

到 管 リ ケ を着 長
１ イ 行

儲 詠 な
ご バ ク 管 た

と ナ ま 長 。

敷 平
地 地

を 域
選 に
定 お
し け
た る
ｏ教

千 会
九 員 １

百 の

の を 七 ら る 百 行 旅 南 １ 官 に 百 戒 く の

首 開 十 の 四 五 な 行 米 ス ’及 五 ’の 新
長 い 二 地 万 十 わ 申 で 映 ア ぶ 十 忠 公 聞
の た 回 域 五 五 れ マ は 画 メ 旅 四 告 開 紙
か 。行 に 千 年 た ッ ブ に リ 行 年 等 の は
．し ま な あ マ ー 新 ケ ラ お カ に 一 の 集 ’

ら た い る イ 月 聞 イ ジ さ 大 も 月 こ 会 マ
お こ ’五 ル ニ 記 大 ル め 使 う 三 と で ツ
．よ の 南 つ に 日 者 管 ’ら お 一 日 ば 行 ケ

び 旅 太 の お ’ と 長 ウ れ よ 度 ’ を な イ
各 行 平 伝 よ マ の は ル ’び 出 マ 含 つ 大
首 申 洋 道 ぶ ッ 会 ’ グ 南．新 発 ツ む た 管
長 マ に 部 南 ケ 見 教 ワ ア 聞 し ケ 巧 ’長’ ッ お に 太 イ を 会 イ フ 記 た イ み 教 が

教 ケ け お 平 大 別 の ’ り 者 。大 な 会 す

育 イ る い 洋 管 に 会 ア カ た 帰 管 話 員 ぐ者
大 全 て 諸 長 し 員 ル 全 ち 国 長 に だ れ
’管 部 ’島 は て お ゼ 土 と は は よ け た

著 長 の 大 の ト ’ よ ン の 度 千 南 つ で （
名 は 主 管 旅 ン 伝 び チ 各 々 九 ア て な か
な ’な 長 行 ガ 道 友 ン 劇 面 百 フ 強 く つ
実 皇 新 は に ’部 人 ’場 接 五 リ い す ひ
業 太 聞 歓 再 サ 長 の チ に を 十 力 印 べ じ人
子 を 送 び モ た た り お し 四 ’象 て よ” 代 迎 出 ア ち め ’い た 年 南 を の う

団 首 表 会 発 ’ と に ぺ て 。二 米 ．受 自 に
体 相 す に さ タ 十 開 ル 上 そ 月 ’け 由 み
指 ’ る お れ ヒ 四 か ｉ 演 し 十 中 た を り

鶏 想 撤 搬獅 漏 舗 諄 ～
お 代 と 話
よ 理 二 ’
び ’十 宣
他 閣 六 教
の 僚 回 師

宗 ’に に
派 議 わ 与
の 員 た え

牧 ’ り る師 知
記 指

た 事 者 示
ち ’会 ’
と 総 議 福

話 督 と 音
を ’ ラ の
ま 市 ジ 説
じ 長 オ 教

＝藝辛纏 ζ嘉 晶鷲
１ を 三 グ
ジ 開 回 ワ

１ い に テ

ラ た お マ
ン 。 よ ラ

尺

オ

】
ス

｝
フ
．リ

ヤ

等

ぶ の

集 諸
会 国
で を
演 訪
説 問
を さ
行 れ ．
な た
い 。

り つ メ 事 々 る
カ た キ を に ）

連 が シ か 適 人
邦 ’コ か 切 物
で 大 に げ な で
は 管 行 た 霊 あ
’長 く 。感 つ

大 は 行管
こ 程
長 の 三一 旅 万

行 行 二
の 中 千
到 に 五
着 政 百

を て
与 ’
え そ
る の

勧 誠
告 実’な

教 人

９

●

一 ４３５一・
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★ 十 に 築 ｉ る ★ 計 管 に １ ジ ニ を ★ く ト フ し は

千 ロ 五 ス そ 開 郡 予 ヨ ス 画 長 末 あ ク ［ ユ し マ 出 ラ ’ て ’
九 ス 日 イ れ 始 の 定 ｝ イ で の 日 神 る ラ ラ ［ た ツ 席 ．ン ウ ’ 英

百 ア ま ス か に 二 で ロ ス あ 霊 聖 殿 ス ン ン ジ が ケ し ド エ マ 国
五 ン で 神 ら そ ユ あ ッ 神 っ 気 徒 の ヴ ド ド’ ［ ’ イ た の １ ツ お

十 ゼ つ 殿 二 な ｔ っ パ 殿 た に イ 献 ア に ’ ラ そ 大 。 グ ル ケ よ
一 ル ず の 年 え チ た に の 。満 工 堂 支 あ ハ ン の 管

年 ス い 献 た て ヤ 神 あ 献
九 神 て 堂 つ 敷 ぺ 殿 る 堂
月 殿 行 を て 地 ル の 伝
二 の な 行 ’の で 建 道
十 献 わ な 千 奉 あ 築 部
二 堂 れ つ 九 献 つ 予 訪
日 ’た 百 と た 定 問、 英 。五

「 。地 の
こ 国 こ 十 く 千 を た
の ’の 五 わ 九 二 め

と
き
か
ら
五
ケ

旦叫

す
な
わ
ち
千
九
百
五

十

年
の

四
月
に

末
日
聖
徒
イ
エ
ス

キ

り イ
ス が 大
力 行 管
ン な 長
ジ わ は
ナ れ 神
ビ つ 殿
ア つ の

語 千 た
の 九 め

四 百 の
ゲ 五 特

国 十 別
の 五 な

国 年 献語
の 堂

で 九 式
司 月 に
会 十 お
さ 一 い
れ 日 て
た か 正
。 ら 式

ド 献 年 入 百 箇 千
イ 堂 九 れ 五 所 九
ツ 式 月 Ｌ 十 選 百

語 は 十 と 三 定 五’毎 一 を 年 し 十

フ 日 日 行 八 た ニ

ラ ニ ’な 月 。年
ン 回 マ つ ’す に
ス の ツ た マ な ヨ

語 集 ケ 。 ツ わ １
、

ケ ち ロ
イ．そ ツ

大 の パ
管 一 に
長 は 滞
は ス 在

再 イ 中
び ス ’
べ の マ
ル ベ ツ
ン ル ケ

を ン ィ
訪 で 大
ず あ 管
れ り 長’そ
．は

ス の 将
イ ニ 来
ス は 教

神 英 会
殿 国 が
の サ 建
建 レ て

ち ス
た ・
管 キ
理 リ
の ス
ー ト

大 教
特 会
色 が
は 大’発

新 展
し を
い し

教 て
育 い施
る

設 と
の き
建 ’

築 教
と 会
’に

と 関
く す
に る
四 諸
つ 般

の の

神 事
殿 務
の を
建 指 ．

築 導
と 監
を 督

含 すむ
る
巨 マ
大 ツ
な ケ．建 イ

築 大 ，

一 ４３６一

部 る ミ ド 目 長
の タ ル の 的 は

建 マ ト 「 は 千
物 キ ン チ 千 九
の 支 に ヤ 九 百

献 部 建 ｝ 百 五 ，
堂 の つ チ 五 十
を 建 て ・ 十 八
行 物 い ヵ 八 年
な の る レ 年 四
つ 献 。 ツ 四 月

て 堂 そ ジ 月 十
か を し 」 二 日
’て （ 十 から

千 ま 千 教 日 らム九 た 九 耳 に 五

百 千 百 の 二 月
五 九 五 大 ユ 十

＋ 百 ＋ 営 １ 日
八 五 八 ジ ま

年 十 年 の １ で
五 八 四 献 ラ ニ

月 年 月 堂 ン ユ
十 五 二 を ．ド ［
日 月 十 行 神 ジ
に 四 七 奪 殿 ｝
ア 日 日 つ の ラ

メ ’ （ た 献 ン

リ ト 日 め 堂 ド

カ ン 曜 で を へ

合 ガ 日 あ 行 一

衆 伝 ） つ な 万

国 道 に た い 八
に 部 二 。 ’ 千

帰 ’ ユ こ 同 マ
つ フ ｉ の 年 イ

た イ ジ ニ 四 ル
。 ジ ｉ つ 月 に

｝ ラ と 二 お

島 ン も 十 よ
ス ド ニ 四 ぶ

ヴ ’ ユ 日 旅
ア オ ［ に 行

ラ ス イ び
ス ’ 大 ヨ

ゴ お 管 】

１ よ 長 ロ
’ び と ツ

エ ロ 聖 パ

ジ ン 歌 の

ン ド 隊 い
バ ン の た

ラ で 代 る
’ 催 表 と

英 お 者 こ

国 さ を ろ
の れ 迎 の

ロ ’ え 新

ン 大 る 聞

ド 管 た が
ン 長 め こ
’ は の れ

ス こ 歓 を

イ れ 迎 か

ス ら 会 か
の の が げ

チ 会 ス ’
ユ に コ ま

リ 出 ッ た ・

７ 席 ト ニ
ヒ し ラ ユ

で た ン ［

開 。 ド ス
か ま の 映

れ た グ 画

た マ リ に

聖 ツ ｉ よ
．歌 ケ ノ つ

隊 イ ツ て
の 大 ク も

音 管 ’ 報

楽 長 英 道

会 は 国 さ
に ’ の れ

も ス カ た

親 コ １ ．。

し ツ ヂ そ
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◎

し 式 管 定 ． ★ 平 さ ッ 神 ★ の の．】 サ．歓 』ユ ★ そ た 新 リ
そ て の 長 し 前 ロ 洋 さ ケ 殿 到 友 一 ラ モ 迎 １ 千 二 し 。そ し ス
れ 最 司 は ．て に ン の げ イ の 着 人 つ．ン ア Ｌ ジ 九 ユ て こ れ い ト
．か 初 会 ス お 述 ド 各 た 大 献 の を で ド ’の ［ 百 ！ 各 の か 神 教
ら の を イ い ベ ン 伝 。管 堂 翌 加 あ で ト 規 ラ 五 ジ 集 と ら 殿 会
三 く し ス た た 神 道 そ 長 を 日 ．え る は ン 模 ン 十 ｉ 会 き 四 の の

年 わ た の 。通 殿 部 し の 行 す て と 空 ガ で ド 八 ラ に 献 年 た 大．後 を 。べ 千 り の の て 管 な な 約 報 前 の あ へ 年 ン お 堂 半 め 管

’大 千 ル 九 ’献 た こ 理 つ わ 六 じ の 踊 っ 赴 四 ド い の た に 長

千 地 九 ン 百 マ 堂 め れ 司 た ち 千 た 盛 り た い 月 神 て 式 つ 「 と
ｏ ｏ ｏ 、

九 に 百 か 五 ッ
百 う 五 ら 十 ケ
五 ち 十 英 三 イ

十 込 五 国 年 大
八 ん 年 へ に 管

年 だ ．’わ ス 長
九 。 「 た イ は

月
の

七 Ｌ’．

貝

ζ

亨

春

接

議

嘗

さ

漏

磐

整

書
奮
亀
そ
れ

く り ス ’
わ ’神 千
入 ロ 殿 九
れ ン 建 百
式 ド 築 五
Ｌ ン 開 十

が の 始 二
行 近 の 年
な く た に
わ に め ヨ
れ あ に ｉ
マ る 「 ロ
ツ サ く ツ

ケ リ わ パ
イ ｉ 入 に
大 郡 れ 滞
管 二 式 在
長 ユ Ｌ 中
は 】 を ’
ロ チ 行 ロ
ン ヤ な ン

ド ペ う ド
ン ル と ン

神 に 間 神
殿 あ も 殿
建 る な の
築 神 く た
の 殿 ’め

開 敷 マ に始
地 ツ 敷
を の ケ 地
記 献 イ を
念 納 大 選

に ら 会 千 人 儀 を た 殿 献 は て く し

行 の の 献 九 に 二 で 踊 千 。 マ の 堂 三 ’わ て
な 集 も 堂 百 の ユ あ り 名 大 ッ 献 の 月 こ 入 支
わ り と 式 五 ぼ １ つ ’以 管 ケ 堂 こ 十 の れ 持
れ は に は 十 つ ジ た 歓 上 長 イ

た ’ 行 （ 八 た １ 。 迎 の が 大
。 英 な 毎 年 。 ラ ニ の マ ニ 管

語 わ 日 四’ れ 二 月

マ た 回 ニ

オ 。 の 十

リ マ 集 日

語 ツ 会 ’’ ケ
．が マ

サ イ 開 ツ

モ 大 か ケ

ア 管 れ イ

語 長 ） 大’ は 四 管

ト 各 月 長
ン 々 二 は
’ガ の 十 ハ

語 集 ’ ミ’ り ニ ル

タ に 十 ト
ヒ お 一 ン

チ い 、 の

語 て 二 近
の 献 十 く

五 堂 二 に

ケ の ’ あ

国 こ 二 る
の と 十 ．こ

こ ぼ 三 ユ

と を の ［

ば 述 四 ジ
で べ 日 ［
’ 祈 間 ラ

南 り． ’ ン

太 を マ ド

ン ユ 歌 オ ユ 長

ド １ を リ １ は
の ジ 唱 ’ ジ ’
隅 ｝ つ サ １ 二
々 ラ た モ ラ ユ

お ン が ア ン 】
よ ド ” ド ジ
び の こ ト へ ［
そ 各 れ ン 到 ラ．
の 新 は ガ 着 ン

他 聞 ま そ し ド
の 紙 こ の た に

全 は と 他 と 建
島 こ に の き て
か れ 目 島 行 ら
ら を を 民 な れ
こ 南 見 が わ た
の 太 張 極 れ 新

歓 平 る 彩 た し
迎 洋 よ 色 正 い
に で う の 式 神

出 行 な 服 の 殿
て な 催 装 歓 の

き わ お を 迎 献
た れ し し は 堂

人 た で て 正 を
々 最 あ 真 に 行
は も つ 正 「 な
教 盛 て の 王 う
会 大 ニ マ を た
員 な ユ オ 迎 め
と 歓 ｉ リ え に
そ 迎 ジ ’ る 二

と 一 美 Ｌ を
ば ・ し を 受
を 十 い 行 け
述 二 神 な た
べ ・ 殿 つ マ

祈 十 が た ツ
り 三 完 。ケ
を ・ 成
さ 十 し
さ 四 て
げ の マ
た 四 ツ
。 日 ケ

間 ．イ
つ 大

ず 管
き 長
マ は
ツ千
ケ 九
イ 百

大 五管
十

長 六
は 年
こ 三
れ 月
を 十
管 一
理 日’に

更 献
℃ 堂
た を
ｏ し

イ

大管

長
｝羨

教
会
が
カ
ル
フ
オ

を

平
州
ロ

ス
ア
ン
ゼ
ル

ス
に
建
築
す
る

９
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魯

，

垂

亀

働 す 場 ★ ず そ ら ら ン ハ 日 献 マ は
を の を マ る の れ は ガ ミ に 以 堂 ッ 千
時 を 相 ッ ソ こ 施 て わ に ル ’上 教 の ケ 九
々 楽 か ケ ル と 設 い が ラ ト 「 の 会 こ イ 百

思 し わ イ ト が が る 教 イ ン デ 神 の と 大 五
い み ら 大 レ で ひ 。会 ア に ビ 殿 教 ば 管 十

出 に ず 管 １ き じ 教 の ホ お ド の 育 を 長 八
し し 経 長 ク る よ 会 学 ナ け ・ ほ 組 述 は 年
て て 営 は 市 。 う 経 校 ・ る オ か 織 べ 九 に

居 居 し ユ に
ら ら て タ 住紅
れ お 州 む
る ’ ら ソ
。そ れ ル

（ う る ト
千 で 。 レ
九 な マ ｉ

百 け ツ ク
五 れ ケ 市
十 ば イ に
八 数 大 住
年 頭 管 ま
九 立 長 つ
月 て は て
記 の 幼 お） 牛 年

ら

（ 時 れか 代
る

馬 を が） 送 ’

に つ ユ
つ た タ

け 所 州
た を ハ
す く ン
き ま ツ
で な ヴ
農 く イ
場 愛 ル
を 馬 に
耕 に ’
や ま な
し た つ
’が か

少 つ し
年 て い
時 乗 家
代 ．り 族
の ま の

労 わ 農

一 ・４３８」

に 営 組 カ ニ 。 に

拡 の 織 レ ユ マ 最
張 学 に ッ １ ッ 近

さ 校 最 ジ ジ ケ ．教

れ 中 近 お １ イ 会
た 一 つ よ ラ ビ は
。 番 け び ン ル 新

偉 大 加 ハ ド デ し

大 き え ワ の イ い
で い ら イ チ ン 学

気 ブ れ ’ ヤ グ 校

高 リ た オ １ Ｌ を
い ガ も ア チ と い

人 ．ム の フ ・ ヲ く
で ・ で の カ 、 つ

あ ヤ あ ラ レ ン も

嘉鉾 工訂 撃

撫 聾．
募翫 矯 コ美
翻 肩詫 縷
が 霊 多 レ た と は
教 感 く ッ 。 と 千

会 に の ジ 教 も 九
の 満 教 を 会 に 百

い ち 育 ’設 は 二 五
た た 施 立 フ ユ 十
る 指’設 し イ １ 八
と 導 が た １ ジ 年
こ を つ が ジ １ 四

ろ 受 け ’ ｉ ラ 月
で け 加 こ 島 ン 廿．
感 て え れ ト ド 四

祈 月 献
り 七 堂
を ・ さ
さ 八 れ
さ ・ た
げ 九 わ

発 ２ が言 墾

間 秦
に 二
わ 番
た 目
つ の

た 神
献 殿
堂 で

式 あ

毒 淫
旦 （

面 第．．、

籍
δ は

蔵罫

籔１

垂．
て 。



・葉 え ○ ち し の 手 め は 師 西

と る 六 に た こ 段 る ’た 支 ゴ
に な ・ こ 。 と の 助 バ ち 部 ル

養 ら 十 れ 昔 ば 一 け プ と の ド
わ ’三 と の で つ と テ と 教 ン
れ あ ・ お 使 言 は な ス く 会 ・
て な 十 な 徒 え こ る マ ベ 堂 Ｂ
’た 六 じ パ ば れ 五 を つ を ・

キ は 参 勧 ウ ’ ら つ 受 の 献 ヒ
リ ．’．照 め ロ こ の の け 集 堂 ン
ス 信 晃 を は れ 会 手 て 会 す ク

与 ’ ら 員 段 教 を る レト 仰
・ の す え 「 の を の 会 な た １

イ 言 な て テ 会 「 大 員 さ め 極
工 葉 わ お モ 員 神 体 と い に 東

伝道部長メッセージ

羅よ な こ す の 典 い 話 た た へ 部
．い た れ

（ 手 を こ し 人 。お 監

歪勧 舜 禦議 筋 ￥禁 難撫
者 っ こ テ の さ Ｌ り 不 集 に ’
に て と へ 中 せ で ま 活 会 な 東
な き を の で る 養 し 溌 で つ 京
る た 兄 第 当 こ な た に 「 た 北
で 良 弟 一 時 と う Ｑな ．主 と 支
あ い た の の で こ こ る の き 部
ろ 教 ち 手 聖 あ と れ の 使 ’ と．う
の に 紙 徒 り ’ら を 徒 宣 東
「 言 教 四 た ま 別 の と Ｌ 教 京

助 に ち で っ 腰 に は こ る 「
け は に あ て い 聖 使 ’ と こ わ

合 ’与 る し 主 典 徒 自 と と た
い 教 え Ｌ ら で を た 分 に と し
’義 て （ べ あ 読 ち 自 気 ’が

互 の お ヨ て．る み （ 身 を 教 そ
い 要 い ノ♪ い 主 な す と つ え ち
に 点 で 不 る も さ な あ け る ら
組 を に に が 「 い わ な ’ こ に
み わ な よ ’あ と ち た そ と 行
合 か り る こ な 私 一 の れ と く
つ り ま 福 の た た 人 教 ら に 時

ホ
て や す 日 ．聖が ち は を を 心 ま
い す 。書 書 た に 古 聞 常 を で
る く こ 五 は は お 代 く に 用 ’
聖 ま の Ω わ ’言 の 者 努 い 聖

禦叢香〒餐馨把舞鑓 警妻
た つ に 乙 に の な ’ と さ い 朗
く き 回 つ 中 り 一 を い Ｌ、読
さ り 復 と い に ま 人 救 。「 す
ん さ さ 同 て 永 し は う そ 自 る
あ せ れ じ あ 遠 た 現 こ う 分 こ
り ．る た い か の 。代 と す の と
ま よ （ ま ．し 命 ま の に れ こ と
す う 神 し を が た 使 な ば と ’。に の め す あ 私 徒 る ’と 勧

聖 互 ） を る る た Ｙ ％ あ ’め
書 い 教 私 も と ち は ． な．教 を
だ に 会 た の 思 の 共 た の す

◎

伝道部長

。罫離熱

［灘

撫鋸
ダ ワ エ ン ・Ｎ ・ア ン ダ ー セ ン

９
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５

ら を で て 経
わ 強 発 多 も
れ 化 見 く ま
た す さ の た

最 る れ 筆 ’
も 数 て 者 紀独
々 い が 元

特 の る し 前
な 証 考 る 約
（ 拠 古 し 二
類 と 学 た 千
の な 上 書 五
な つ の を 百
い て 証 集 年
め い 拠 め か
ず ま は た ら
ら す ’書 紀
し 。ひ 物．元
い モ き で 四
） ル つ あ 百

書 モ ず り．二
物 ン き ま 十
で 経 モ す 一
あ は ル 。年
つ 今 モ ア ま

ま ン メ で 第 確 た も ま る じ 私 準．聖 義 く ん は で が ．教 け
で 経 リ に モ 八 に 人 矛 す ’て 聖 た 聖 句 と つ ｏ ’き 紙 確 会 で

世 の カ わ ル 条 翻 々 盾 。多 （ 書 ち 典 の 聖 も 今 こ ま の 実 に は
に 立 大 た モ ％ 訳 に し 聖 く 与 は が を 解 約 ち 日 の す 上 に あ 必
あ 場 陸 つ ン さ よ て 書 の え ア こ も 釈 ｒ が ’二 が に な る ず

れ つ 居 の 筆 ら ダ れ つ に 「 つ 多 つ ’あ る ほ し
た て ま 記 者 れ ム ら て た 高 た く の も る の か も
る そ せ 事 に た の に い だ 価 解 の 点 し 一 で の す
限 の ん は よ ） 時 よ る 一 な 釈 キ を も 点 あ 標 べ
り 堅 。歴 つ 数 か く こ つ る が リ 通 紙 を り 準 て’実 ま 史 て 々 ら 通 と の 真 で ス

つ の 通 ま 聖 の

聖 な た 上 あ の キ じ は 方 珠 き ト て 上 つ す 典 こ
書 こ そ の ら 啓 リ て ’向 Ｌ ま 教 た に て 。に と
は と の 事 わ 示 ス い い を の す 会 だ 互 あ
神 が 教 実 さ と ト な か 与 （ 。が 一 い ら
の 証 え と れ ’の け に え 三 し 示 本 に ゆ

御 明 は は た 神 死 れ も ま 標 か し の は る
言 さ ’ も 数 と 後 ば め す 準 ，し て 直 な 方
葉 れ 各 ち 々 人 数 何 ぐ 。聖 な い 線 れ 向
な て 自 ろ の．間 年 の ま わ 典 が る し た に
り い の ん 書 と ま 役 れ た ） ら よ か 二 何
と ま 生 ’を の で に て く は 「 う 引 つ 本
．信 す 活 考 集 交 に も い し 第 モ に く の も

ず ｏで 古 め 渉 至 立 ま た ニ ル 聖 こ 点 線
Ｌ
「 実 学 た と る ち す ち の モ 書 と が を

（ わ 際 上 書 が 各 ま け が 点 ン．だ が あ 引
信 れ に の 物 の 時 せ れ 教 と 経 け で る く
仰 ら 行 証 で つ 代 ん ど 会 な ｒ で き と こ個
は な．拠 あ て を 。 も の つ 「 は ま き と

条 正 っ と り い 通 ’標 て 教 い せ に が

あ が

る は

聖 つ

句 き
の り

助 わ
け か

に り

よ ま
つ せ 唱

て ん
’ が

神 ’
の 私

こ た

と ち

ば．．の

塾

し

そ 数 り な で 書 る な ご で か え の ア と ん の （ （ に は 書 て

鞭 鱗 鷺三曇奎籠含隷繍繕撰董輪

簿 曝 轟灘 繧 ｛１馨難
蚊 螢 蓬魏 皐皇然 畷 垂縮 議 邑岱£髪 謹
聰 蓬 拷 舗 塵 縣 雛 ．鋸 慧 ２輩奪さけ・朔
百 示 ス
ニ を ミ

十 選 ス
八 ん と
年 で そ’
か 集 れ
ら め 以
千 た 後
八 書 の

百 物 大
三 で 管
十 あ 長
三 り に
年 ま 下
の す つ

間 。た

０蒙纏喜毅鞍 総 鞭 蟻 ｌｌ．

登蕎 会縫 鰭 箪 暴 １駿 蚕塁籍 １阜
葦羅 黙 維 難 驚 藁 １濃 幽．覇壬塞享
も に し 聖 こ た 霊 。実 心 る を の ロ か ろ ； 訳 年 「 。

欝鱗繕 簿霧１撃 暴１戴ｌｌ
葉 読 と 中 に が ’っ 誠 ど く が に む ご 本 ざ 。 レ 世 経 間
な ま が に あ い て 意 う 考 世 ’こ ら 当 Ｌ た 紀 Ｌ が

一
．４４０』



れ の で は る
は つ あ ジ 真
工 て り ヨ珠
ジ い ま セ 」

プ る す フ に
ト と 。 ・ は
で こ そ ス 四
発 う し ミ っ
見 と て ス の
’さ 全

（ に 部
れ く 旧 朋 分
ア よ 約 ら が
メ く 聖 か あ

リ 似 書 に り
カ て ） さ ま

合 居 創 れ す
衆 り 世 た 。
国 ま 記 モ す
へ す の １ な

運 。第 セ わ
ば （⇒ 一 の ち
れ ア 章 示 （→
て ブ か 現 モ
き ラ ら と １
た ハ 第 著 セ

第 偉 啓 「 も 示 そ り ら．の 接 （ に と の 織 助 必 で にム 六 作 の． ’け 要 き ジ
の 章 の 書 「 九 大 示 わ と は の ま あ は 責 末 対 規 父

書 ま 一 ’高 条 に し れ か （ ほ す つ （ 任 日 し 則 な 神 と が あ ヨ。た 神 を 聖 て が る 権 な あ が セ’
で 部 こ 価 ％ し た ら ら 将 か
こ に 分 れ な て も は あ 来 に そ 百 の 負 徒 と は 神 の る り る フ）

重 う ’る ） も の 三 ） つ く つ Ｌ 権 教 ま 時 ・
要 こ す 「 教 こ ほ 十 律 て に べ き の 能 え し で ス
な と べ 教 会 れ か の 法 居 と つ り 御 と と た あ ミ
る を て 義 に か の 各 と り つ に 定 前 義 知 。 っ ス
こ 信 神 と 対 ら 啓 章 規 ’て 与 め に 務 識 こ た に’ と れ の 与と じ の 聖 す 与 示 に 則 ま き え 』て 再

．書繍 麹鶴 喚籔蒲 雛 脅縫 誓が 巷

示 お ま に 図 れ そ 会 り た て た ま っ の ま 啓 多 れ
し 今 で つ と る の ・に ま ち 大 近 す て 様 れ 示 く た。 ゆ 式 て の の もた よ に け し は あ 対 す の 切 代

も り 啓 加 て ず と す 。行 な の こ く 等 い 中 導 の
う 後 示 え 予 で か る 「 な 聖 聖 の 準 が ま に き で
こ ’ し ら 言 あ ら 根 教 い 典 典 「 備 教 す は と あ
と 神 た れ 者 り 与 本 義 が で で 教 を え Ｄ ’指 り

逢 の ま る か ま え 的 と さ あ あ 義 す て そ 古 図 ま
信 王 い こ ら す ら の 聖 ば り り と る あ の 代 を す
ず 国 し と 与 。れ 基 約 か ま ま 聖 た り 申 の 主 。
」 に ご は え 適 た 準 Ｌ れ す す 約 め ’に 聖 か こ

（ つ と あ ら 当 も が の る 。 か Ｌ に 私 は 典 ら の

簾 ぜ．呈難 饗 庭蟻 ら魑 瑳 錠 鰻
箇 多 べ せ す き あ し 始 に ち 私 日 な が ム 解 ら 教
条 く て ん が ’ り て め な が た 聖 律 「 の す れ 会’の 今 。 ’啓 ’あ か る 直 ち 徒 法 天 組 る る が

ｅ

●

の た た す 神 聖 識 り よ う 間 に し 十 の わ フ り た ヨ ミ

知 同 ち ｏの 約 と て み 一「 に を 大 こ 私 七 王 し ・ ま 。セ ィ
識 時 が 四 口 Ｌ 英 ’が お し 割 い れ は 章 国 い ス す ご フ ラ。

の ・ のを に 勉 標 か 百 知 精 え よ よ い な ら 日 を Ｌ こ ミ

得 復 強 準 ら 三 と 励 り そ う て る の 本 参 （ と ス 日 書 ス 中
る 活 と 聖 出 十 を 従 の ’ で ’民 人 人 照 千 を の 予 の ミ に
よ の 研 典 る ○ 得 順 時 わ は 聖 と が く の 九 知 著 言 中 ス 入
う と 究 の 一 十 ば に わ れ あ 典 な そ ら こ 百 り 作 者 に は つ
に き と 中 つ 八 ’よ れ ら り の る の い と’六 た 。 ジ は こ て

。十 い ㈲ ヨ ’れ い祈 私 に に 一 ・ 未 り ら の ま 中 こ 努 よ

四 な 信 セ ほ を たる た よ の つ 十 来 こ と こ せ に と 力 く
．次 ち つ っ の 九 の の 共 の ん 含 が の 本 年 ら 仰 フ か 神 「

第 と て て 言 ％ 世 世 に 世 か ま で 一 を 度 ば 箇 ・ の の ア
ア ’条 ス ど カ ブで 共 ’い で 「 に に よ に 。れ き 部 読

ｏ

あ に ご る 生 人 於 於 み 於
り よ の ．聖 き は て て が て
ま み 世 句 る パ そ 他 え 達
す が で は も ン れ の る す。え 私 神 の だ だ 人 べ る

る た の で け け よ し 英
持 ち こ あ で 利 り 。知

物 の と る 生 を も さ の
の 導 ば Ｌ き 得 一 れ 一
一 び で と る べ 層 ば 切

つ き あ 言 も し す も は
で と り っ の 」 ぐ し ’
あ な ま て で 令 れ あ 何
る り．す あ は 教 た る に
永 ’ 。 り な 義 る．人 て
遠 ま 私 ま く と 知 あ も

て る を む
い で 聖 国

る し 典 民
神 よ の を
の う 研 見

永 。究 た
遠 私 に こ
の た む と

真 ち け が
理 は た あ
を 毎 な り
よ 日 ら ま
く 一 ’せ
知 定 神 ん
る の の 。

よ 時 目 も

ロ オ ミ の に ラ
ン ス 教 ス 書 よ ハ

神 力 会 の の つ ム
権 １ の 伝 中 て の
の ・ 標 記 に 翻 書

手 Ｗ 準 の も 釈 い
引 ・ 聖 一 の す た
き マ 典 部 つ る も）
ッ に ’て こ の

第 コ つ そ い と Ｌ
三 ン い の な が で
十 キ て ほ 塗 で あ

墨 聴 畢きぞ
ｌ ｒ と ヨ が ま 、
三 神 く セ あ し ジ

糎
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言 で る 導 け 或
葉 あ 大 者 ま 者
の る 管 も １し か
中 と 長 会 た ら
に い 会 員 。 ’
入 う の も
つ こ 態 ． コ

て と 度 １

居 で は ラ

り あ ’ を
ま り コ 飲

せ ま １ ま
ん す ラ な

が 。 が い

兄
弟
た
ち
１渓

は
つ

き 』

り

と

コ

⊥
フ

飲
用
に
反
対
す
べ
き
で

習 よ
癖 う
を に
っ 忠
く 告
る し
カ た
フ い
エ で

イ す
ン 。
を
含
ん
で
い
る
以
上
私
た
ち
は

教
会
の
指
導
者
　

指
名
せ
ず
）

た
ち 一
が
特
に
社
交
の
席
上
で
コ

⊥
７

を

飲

ん

で

い

る 、

マ コ

Ｉ Ｉ

ク ＿
． フ

Ｅ に

ピ 関

１ す

μ 一
セ

ン

長
老
ぜの

メ

ツ

セ

１

ジ

’） ） 一 ．） ） ） 「） ） ’》 一） 「） 「） 一） ．》 ρ） ） ㌔一 ） ） ） ） ） ） ） へ》 ．） ・

し
一 ．４４２一



■

ジ ョセ フ ・フ ィ ー ル デ ィ ン グ ・ス ミ ス著

・浅 さ憾 暴鑓 。

ジ

＝き

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会歴史粋 ４７ ●

た に 方 そ ト こ て か ン を た た は 熱 か ム リ が
者 お に ご ラ と ’ し シ 冒 出 め 。別 弁 ら ・ か あ 一

幾範 諺１震 妻韓謡 書滞範ゼ
つ 徒 旅 は 間 な き た 行 し 情 殺 り ま っ さ イ 行 ひ い

た た 行 平 に か ま ち っ て の し 入 で て れ ・ く ど 住
こ ち を 和 あ っ だ が た ’ゆ に れ こ 聖 て ア ほ く 家

と が 始 に る た 牢 ど 。先 る さ を こ 徒 し ｉ か な を
は さ め 住 ど 。獄 こ 彼 手 す れ し に の ま マ は っ さ’ き た む ご 予 に に ら の か た よ の 悪 つ ン な た が

あ に ミ こ か 言 居 居・は 人 ぎ こ う こ 口 て に か の す
り つ ズ と 友 者 た 住 そ 々 り と な っ を 居 住 つ で 。
そ く ｉ が 好 は 予 す ご は 急 で ど て 言 り ん た ’
う っ り で 的 た 言 る の 東 速 あ と 居 っ ’で 。

　
フ 千 千

な た か き な だ 者 か 人 の に う す れ た ク い 千 ア 八 八
こ 部 ら る 地 ’は は 々 方 行 う る る 際 ラ た 八 】 百 百
と 落 の か 域 彼 彼 ま か へ な 。な と ’
で へ 避 も に ら ら だ ら 道 わ

あ ま 難 知 居 は に き 親 を れ
つ た 者 れ を フ ほ ま 切 と た

た 帰 た な 占 ア と ら に っ 。
が っ ち い め ［ ん な も て 冬’て に と る ウ ど い て イ 期

禦累 馨 縄 跨 １騒
受 と イ 。 う と 与 で た 州 な
け 思 オ 東 う カ え あ 。 ク 天

た つ 州 の 、 ｉ る つ し イ 候

第
第 四
二 部
十
七 ノ
章 １

ノ

１

ヴ

１

の

ヴ

１

時

矯 譜 皐三薪 蓋代
情 て た 軍 た 八 ト年 年 を

梶 醇 筋 襲 半 置
し ら む ア す 十 徒 徒 八 く
や な か 】 で 一 た の 百

凄いそ饗 是罐 學
く と ’ ス の ’ ミ と 年

彼 言 君 ト 家 ア ズ 乱 ）
の っ ら で 庭 ダ ［ 暴

９
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３

豊

る （ あ た の た へ と て た 二 の た １ わ に 徒 は ば と 彼 ｉ親
べ お る 「 最 で 「 。避 を 物 が １ よ 人 の っ ’に ’ さ ん 全 ら 切

き き と 決 も き 決 難 得 質 ’ ・ う 々 住 た こ 援 民 れ ど く は な
で て 認 議 神 な 議 し た 的 同 リ な の 民 。の 助 主 た 何 の ク 待

あ ） め 。聖 い ｏ て 。の 情 グ 集 偏 の ぞ 団 の 協 救 を と イ 遇
る に ’わ に も わ き ま 援 あ ド 会 見 中 し 体 手 会 い す ご ン と
。対 こ れ し の れ た た 助 る ン の を で て の を と の る ろ シ ’

し の わ て で わ 人 こ が 人 そ 一 や 誤 人 集 さ い 手 こ ’ ｉ 西’よ れ 犯 あ れ 々 の い 々 の
つ わ ま 々 り し う を と 彼 に 部

財 う は す つ は が 団 ろ は 他 に ら っ の が の 団 ひ も ら 止 イ
産 な す べ て 良 ミ 体 い 真 の 出 げ た 同 数 べ 体 じ で は ま リ
権 違 べ か ’心 ズ は ろ 剣 人 席 る 指 情 回 た が よ き そ っ ノ
利 反 て ら わ の ｉ ’与 に 々 す た 導 が 開 。あ う な の た イ
人 を の ざ が 権 リ 次 え そ が る め を 「 か 千 ら に か う 。か
命 行 暴 る 自 利 で の ら の ミ よ に 受 モ れ 八 ゆ 喜 っ ち ら
を な 徒 も 由 が 受 よ れ こ ズ う ’け ル て 百 る ん た の 来
奪 つ た の の 生 け う ’ と ｉ に い ’モ こ 三 親 で の め た
つ た ち で 政 れ た な ま ば リ モ ろ 聖 ン，の 十 切 受 で さ 聖た 人
の あ 府 つ 虐 決 た を で ル い 徒 教 団 九 を け ’れ 徒

行 々 行 る が き 待 議 多 聞 受 モ う た 徒 体 年 つ 入 親 た た
為 は 為 と 制 の を を く い け ン の ち Ｌ 以 の く れ 切 状 ち
の ’を 考 定 も 不 行 の た た 教 手 に に 外 二 し た な 態 の

責 神 兇 え し の 可 な 入 。迫 徒 段 敵 注 の 月 て 。 こ に す
任 と 悪 る た で と っ 々 こ 害 は が 対 が 人 と ’ ク と お す ．
を 人 な 。憲 あ す て が の の 招 と 心 れ 々 三 困 イ ば い め

蕪 ｌｌｌ灘 讐 嘉犠雛 １

ε

Ｌ

ケ し は た 避 の な に ’い じ Ｌ ｌ ら Ｍ た す よ 護 ｉ

月 い 期 ち 難 こ そ 人 つ い た て の 長 れ ・ ト る と す リ
住 大 待 に 所 と れ 々 け ず こ い 喜 老 た ヤ ［ 州 い る 州
ん 統 し 親 を か で が こ れ と る び は 。 ン マ に う こ の
で 領 て 切 求 ら も 聖 む に も と を ’ グ ス 消 命 と 知

ノ た う い に あ も ふ て の 特 「 ら 員 り を の を す 言
イ こ と る 安 っ の こ り 破 教 別 モ ジ も リ 聖 ’根 種 「 破 べ わ 「
州 ろ こ 避 息 た で れ を 門 会 な ル ヨ 親 チ 徒 自 だ の 決 っ か れ 決
の は の 難 と 。あ ら し さ に 恩 モ ン 切 ヤ た 己 や 人 議 て ら る 議

中 最 人 民 平 そ っ の て れ 属 義 ン テ に １ ち の し 々 。い ざ 種 。
に も た の 和 の た 善 親 た し を 教 イ 迎 ド は 統 に を ミ る る 類 ミ
六 烈 ち 人 の 後 が 良 切 者 て 感 徒 ラ え ・ ま 治 せ 保 ズ 。権 の ズ

、

い 選 い を め は そ 徒 者 し な 言 言 ク

る 挙 た し て つ の に を て い っ い イ
と の 。て 入 き 行 示 警 も し た あ ン
選 行 聖 ’ っ り 為 し 戒 教 ’が ら シ
挙 な 徒 何 て わ に た さ 会 ま ’わ ｉ
権 わ た か き か 関 同 れ と た ま す の
が れ ち 政 た る 連 情 た 関 は た と ア

も る が 治 ’ よ し は い 係 属 そ ．共 ｉ
ら 少 ミ 的 こ う て も と が し れ に ガ
え し ズ 経 れ に 多 と 言 な て と ク ス
る 前 １ 済 ら ’少 よ っ い い 同 イ に

２甜 留 身議 耀 雛 漣
、

あ っ か 利 困 た 主 心
つ て ら 益 な ち 義 か

た ’追 を 悩 の の ら。イ わ 得 ん 州 点 出

敵 リ れ よ で 内 が た

信会 わ １

員 け 末 の を
で が 日 人 送

あ『あ 聖 々 つ
る っ 徒 に て

一 ４４４一

．そ ・・す 令 を 事

の 力 能 を 拒 は

ほ ｝ わ 与 絶 或
か り ざ え し る

西 ン る て ’無
部 知 不 お 節 情
イ 事 名 そ 操 な
リ ’誉 い の 暴
ノ ア を か な 徒
イ メ 与 か い の
州 」 え ら 民 強
の カ た し 兵 要

著 合 ％ め の を
名 衆 た 一 受
な 国 こ 隊 け
人 上 と に て
々 院 に 彼 ’

か 議 よ ら こ

利 人 １
を 々 リ

侵 に 州
害 さ 西
し き 部 、．’に 国

正 加 境
義 え の
と た 住．

人 迫 民
道 害 た
の に ち

あ よ は
ら り ’
ゆ ’ 「
る 良 モ
律 心 ル
法 と モ
（ い ン
お う 教
き 神 徒
て 聖 Ｌ
） 犯 と



イ う い 北 ザ の へ か と 禁 の 万 子 会 地 た
ル 所 土 の ッで 何 ら ら 鋼 土 二 の が を ち

上 に 地 方 ク ’．一 逃 れ か 地 千 土 催 探 が
つ 住 を へ ｇ 聖 つ れ ら に 工 地 お し クな

た ん 持 行 ギ 徒 持 る 釈 つ ｉ Ｌ さ 出 イ
と で つ つ ヤ た た 際 か ．放 い カ ．と れ す ン
こ い て た ラ ち な に つ さ て １ 言 て た シ

論槻 ぎ裾 緩 随 診勲 で逡、と
川 ’ 。う と し 様 北 一 ク ば 地 て モ 委 集

こ そ に 知 い で 東 方 イ し を い ア 員 合 本 の ら で り に 受 益 味
れ し ’ り 経 到 に ’ ン ば 購 る ン が ．し 二 当 で ず き た な け を 方
は て ア 合 験 着 と イ シ 考 入 と と 任 て ’ で き よ な い っ た 得 に
ク ’イ い を し っ ス １ え す ご ミ 命 い 土 あ な ぞ か ば て 迫 よ わ
イ イ オ に 物 た て ラ に ら る ろ ズ さ る 地 る い よ っ か い 害 う か
ン リ ワ な 語 。デ エ 到 れ 提 に ｉ れ う を こ 苦 そ た り た と と れ
シ ノ 州 つ つ こ ・ ル 着 た 案，一 リ た ち 見 と．々 し 。に 「 自 す た
ｉ イ と た た こ モ ・９す が が 工 川 。に つ を し く も ．’モ 分 る 政
か ‘州 イ が 。で ア バ る ’考 ｉ の 千 ’け 証 い な し 今 ル た．機 治
ら パ リ ’そ 長 ン １ ま ジ 慮 力 間 八 永 る 明 感 ら も 自 モ ち 会 家
ミ ノ ノ こ し 老 川 ロ で ヨ さ １ に 百 住 た す 情 な 一 分 ン の を た
ズ ッ ィ の て は の １ は セ れ 二 あ 三 す め る が け 方 た 教 町 見 ち

１ ク 州 人 ’親 川 長 つ フ た ド る 十 る の 時 起 れ に ち 徒 を の は
リ 郡 に は ダ 切 口 老 き ・ 。ル い 九 た 委 が き ば 味 が Ｌ 再 が ’

州 コ ま そ ク に 近 は り ス ま の わ 年 め 員 や る な 方 置 は 建 さ 「
を マ た れ タ 迎 く ミ し ミ た 割 ゆ ’の に 会 っ に ら を か ’ し な モ
約 １ が か‘｝ え の ズ た ス こ 合 る 二 適 。 て ち な し れ こ よ か ル
五 ス つ ら ・ ら と １ 処 が の で 「 月 し き が い た て の う つ モ
十 と た 少 ア れ こ リ 置 長 ぼ 約 合 に た 聖 た い に な い 地 と た ン
マ い 広 し イ た ろ 州 は い か 一 の 集 土 徒 。な き ら る で す Ｑ教

か ま ば 事 完 る そ 徒
っ っ ’情 全 望 れ Ｌ

た て も を に み で の
。居 う 理 平 で あ 票

や り 一 解 和 頭 る が
が ’方 す な が か も
て 消 と る 生 い ら た
こ す は こ 活 っ ’ら
れ こ．か と を ぱ 最：す
が と な が 送 い 近 利

●

◎

ら 年 で ス ス
土 の 聖 ミ は へ
地 七 徒 シ コ 移
を 月 が シ マ る
買 に 建 ツ ｉ 。
つ 建 て ’ビ ス

た て た 川 の 千
当 た 最 の 南 八
時 家 初 川 一 百’で の 岸 マ 三

コ あ 家 の イ 十
マ っ は 小 ル 九
１ た ’ さ ’年
ス ｏテ な ホ 五
に ホ オ 丸 ワ 月

ワ．．・．ド 太 イ 十 と は さ コ あ ま 金 月 の モ オ よ 衆 の 衆 で と 岸
イ ｉ 小 ト 日 四 い ’れ マ る た で に 知 ン ハ く 国 役 扇 は こ 三 に

ト ア 屋 氏 （ ’ う 以 た １ 別 九 百 予 事 教 イ 保 の 職 動 な ろ ’ あ
お ・ に か 金 ジ 小 上 の ス の 千 三 言 ロ 徒 オ 護 裁 に 家 い ヘ コ つ） ヨ さ 二 で の 農 ド 十 者 バ Ｌ一に を 判 つ の か 手 マ たよ タ 住 ら

び １ 居 買 大 セ な つ あ 近 場 ル 五 ス １ は 居 さ 権 く あ と 紙 ｉ 。
ギ レ を つ 管 フ 村 の っ く を を エ ミ ト 善 た れ の こ つ 言 を ス
ヤ １ 定 た 長 ・ に 農 た に ダ 出 ｉ ス ・ 良 「 る 及 と ぱ っ 送 村
ラ が め 土 ジ ス 集 場 。あ ク し カ が ル な モ だ ぶ が れ た っ 。
ン 千 た 地 ヨ ミ り と 何 る タ て １ ク カ 市 ル ろ 所 あ な が て
ド 八 。の セ ス 始 ミ ー こ ｉ ’の イ ス 民 モ う に る ↑ ” ギ
の 百 こ 上 フ ’ め ズ つ の ・ ホ 農 ン の で ン と 居 Ｌ ◇ そ 聖 ヤ

両 三 の に ・ コ た 】’（ 土 ア ワ 場 シ と あ 教 考 た ア 性 れ 徒 ラ
人 十 場 あ ス マ 。 リ 目 地 イ イ を ［ こ る 徒 え 方 メ 格 は た ン
か 九 所 る ミ １ 川 ぼ は ザ ト ヒ に う と ト た が り で 聖 ち ド

、

の し 長 ッ 氏 ユ着 へ ひ の か ’カ あ 徒 は 氏
ア い 期 ク か １ い 手 じ こ ら 暴 の り た ア は
イ 物 の ・ ら ・ た 紙 よ と で 徒 一 ’ち．イ デ
ォ を 「 ギ 買 ホ と を う を あ に 州 最 が オ ビ
ワ ） 約 ヤ つ ワ き 書 に よ る お に 大 「 ワ ド

側 持 束 ラ た イ ’き 賞 く 。そ 居 の 殺 に ・
に っ 手 ン 土 ト 予 送 め 知 ま わ る 悪 人 住 Ｗ

あ て 形 ド 地 氏 言 つ て つ た れ よ 漢 と ん ・
る い Ｌ か の か 者 た い て 氏 な り が 略 で ロ
モ な に ら 西 ら は 。た 居 は い も し 奪 い １
ン い よ 買 に 購 五 し ア り ’ よ ア ば と る ジ
ト 聖 っ 入 当 入 千 か イ ’以 う メ し 強 方 ヤ
ロ 徒 て れ る し ド し オ 「 前 に り ば 盗 が ｌ

ｌ た 購 た 所 た ル ’ワ モ か 一 力 最 が よ ス
ズ ち 入．ｏに 。の 四 州 ル ら 層 合 高 民 い の

９
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つ

§

敷 と 地 円 め 地 心 う る に て 湿 茂 ち う の ぞ あ原 ス し と あ 市
に ・ て い つ 」 五 地 な は を に の を う な も わ 地 み の ち 所 の っ

境 モ 居 う て と ’ は り 川 え す 不 し と ら か た で に 一 三 と う た
を ア る 考 「 か 都 ど ’岸 が ば 利 た 思 ば か る あ お 軒 軒 の ち 建
接 ン 。え そ え 市 こ そ か い ら な 。 っ ’わ こ つ お で は 間 三 物
し 急 そ も の ら ノ を れ ら て し 条 こ た こ ら と て わ あ 丸 に 軒 は’流 れ 含 意 れ １ 探 か し こ い 件 の 。 こ ず も 馬 れ っ 太 あ は 石

南 の は み 味 た ヴ し ら だ の 立 さ 決 そ は ’ひ や て た 小 る 丸 造
西 起 ミ ’は 。 １ て さ い 土 派 え 定 れ 聖 予 じ 牛 い 。屋 川 太 の

北 点 シ ま 美 こ 。 も き に 地 な と の で 徒 言 よ に た そ で に 小 家
の に シ こ わ の な は 登 を 敷 り 中 ’に 者 う ひ が こ あ 面 屋 一
三 あ ッ と し 名 コ か ず り め 地 の に こ と は に か ’は っ し で 軒

方 つ ピ に き 前 マ つ つ と ぐ で ぞ は こ っ ’困 せ そ 事 た た あ と
は て ｉ も 場 は １ た と な り あ か 霊 の て 土 難 た の 実 が 南 つ 杢

半 ’川 つ 所 も ス で 草 っ ’る れ 感 と 快 地 で 車 多 上 ’向 た 造
円 東 の と も と と あ 原 て 土 か る が こ 適 の あ で く 荒 予 き 。の
を 方 東 も し も い う に ’地 ら な あ ろ な 排 つ 通 ’野 言 の コ 塞
画 は 岸 快 く と う う つ 約 の で ら つ に 住 水 た る 特 も 者 ．土 マ ニ
く す ’適 は へ 名 。ず 一 三 あ ば た 一 居 を ・。 こ に 同 ス 地 １ 襲

害 磁 ヨ肪 鷺 誌 腿 満 鎗ミ ぐ ハ な 美 ブ 前
シ れ ン 場 し ラ は
シ て コ 所 き イ ま い ル 川 。れ い 都 る 主 よ 不 近 あ の 軒 ズ ッ

藷 嬬 騨 瑳 禰 儘踊 纏 重鍵 鶴 ぞ弩象販
醸 警 輪 ≦』£曇 纏 鰭 鱒 麓 審訪 匁 妄

勤 ㌫腔 直考重繧 縁 挫野 漣膜 擁 磁 で
ぢ垂ゑ秀憲軒 熔 望肇籠 羨欝 簿 齢 ２勇垣

・９

し

で し で ず る １ キ 五 所 て ズ 建 さ す 土 市 ス バ ン に 同 ル 巻
組 な も い ス キ 部 日 七 で い ｝ て れ る 地 の ・ ［ ド も 六 じ イ か
織 か ほ て テ 部 が か ’ あ た り る た 二 を 一 Ｌ ド の 数 ’距 か れ’両 箇 ほ 離 ら て
を つ か そ ［ 長 二 ら シ る の か 市 。万 保 部 ・
つ た に の キ は つ 七 オ と で ら は こ 工 有 分 ホ ダ 人 所 か を 約 い

く 。 ス 後 部 ウ 組 日 ン 思 ’追 そ こ 】 す に ッ ニ か の の 西 百 る
る さ テ ク で イ 織 に の わ 教 い の に カ る な チ エ ら 土 敷 方 九 Ｌ
と き １ イ ス リ さ か ス れ 会 出 名 お １ こ つ キ ル 購 地 地 へ 十 と
い に キ ン テ ヤ ．れ け テ た 員 さ を い と と た ス ・ 入 が が 行 マ 予

う ’部 シ １ ム た て １ 。た れ 「 て 共 と 。そ Ｈ し み 選 け イ 薔
考 末 が １ キ ・ 。 コ キ ち る ザ 予 に な 川 の ・ た な ば ば ル 者

、

え 日 組 ’ 部 マ ー マ 部
で 聖 織 リ 長 １ つ ｉ ’

あ 徒 さ マ は ク は ス 組
つ た れ ’ ジ ス コ で 織

た ち た コ ヨ で マ 開 さ

よ は が ロ ン あ ｉ か れ

う 広 ’ ン ・ り ス れ る ・
で い こ、 ブ ス ’ に た 。

あ 地 れ ス ミ 他 あ 総

る 域 ら ’ ス の る 大 千

が に は ゼ で 一 ス 会 八’ ち い ネ あ つ テ で 百

こ ら ず バ つ は ｉ シ．三
の ば れ ’ た ア キ オ 十

計 つ も イ 。 イ 部 ン 九

画 て 長 ．リ こ オ で の 年
が ’ つ ノ れ ワ ’ ス 十

放 方 ず イ に に ス テ 月

棄 々 き 等 つ あ テ １ の

が 以 ラ 言 つ を ほ ウ 土 楽 れ シ 川 ス
永 前 へ 者 ま た 越 か 工 地 な る カ を ミ．．
久 ’ム ス た 。え の ル に 条 。 ゴ さ ス
的 い ラ ミ ノ リ た 人 ズ 隣 件 に か は
に く Ｌ ス ［ ｉ 向 々 ’接 で 聖 達 の 言

住 ら と は ヴ 郡 う か ハ す 購 徒 す ぼ つ
居 か 呼 聖 ［ に 岸 ら イ る 入 た る つ て
を の べ 徒 の あ の 購 ラ 土 さ ち 。た い

定 教 と た 向 る ア 入 ム 地 れ が
め 会 言 ち い ナ イ さ ・ が た 集

る 員 つ．に 側 ツ．オ れ キ さ 。 合
の は た 命 に シ の て ン ら ホ す

に す Ｑ じ あ ヴ 州 ’ ボ に ワ る

適 で 聖 て る イ の 後 １ デ イ た
し に 徒 ’ 土 一ル 中 に ル ビ ト め

て 居 た こ 地 村 に ノ ’ ド ’ こ
い を ち れ も は も １ ホ ・ ギ の

る 定 が か 購 隣 広 ヴ レ ヒ ャ ほ’

場 め ミ ら 入 接 い 】 １ 磐 ラ か

一 ４４６一
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人 ン れ ・ し 満 床 あ 々 時 着 ヤ 到 病
を グ か シ た た に っ の 間『い 病 着 人。さ

つ た 中 も た に し たい そ ら ヤ

や の・川 １ そ れ い 。に 財 ば か た ち
す ほ を ウ の ’て 千 は 産 か か ．と 奇
仕 か 渡 ッ 中 川 い 八 テ も り り き 蹟
事 十 つ ド に の た 百 ン ほ で 死 出 に
の 二 て ’は 岸 ） 三 ト ．と あ ぬ 逢 よ

助 使 モ ベ 当 へ 予 十 や ん つ ば つ つ
け 徒 ン ン 時 進 言 九 ほ ど た か た て
を の ト ジ 瀕 ん 者 年 う な か り 不 い
さ 何 ロ ヤ死 で ス 七 馬 か ら の 健 や
せ 人 】 ミ の 行 ミ 月 車 っ ） 重 康 さ

＿る か ズ ン 状 つ ス ニ の た 家 態 な れ
た を へ ・ 態 て は 十 覆 の を に 環 る
め い 行 ブ に 病 ’二 い で 建 お 境 。
に や き ラ あ に 床 日 の （ て ち に

出 し ’ ウ つ な か の 下 ミ る 入 よ 教
て ’病 ン た や ら 朝 ．に ズ ど つ つ 会

行 こ 床 等 と む 起 （ 雨 ［ こ た て 員
つ れ に が 思 人 き そ 露 リ ろ 。 ’た

た ら あ あ わ 々 上 れ を か か 当 多 ち
。の つ つ れ を る ま し ら 丸 時 く が

ア 人 た た る こ と で の ） 太 （ の 最
イ 々 ブ 。へ と 主 病 い 逃 小 貧 人 初

オ を リ 予 ン こ の い で れ 屋 困 々 コ
ワ つ ガ 言 リ と み の い て を な が マ

れ ム 者 １ く た た る き つ 有 マ １ た ．ヨ く ロ ヴ り た け に に さ

て ・ は ・ い ま め 者 た く 様 ラ ス 八 Ｑ ン に は 】 こ 。 た 集 下 れ

病 ヤ そ Ｇ や に に も 人 る で り に ’ ・ な 三 の ん こ 。 っ つ た
ス つ 千 敷 で れ こ て た の

ミ て．人 地 来 に れ 教．啓 で
ス い と を た よ は 会 示 ’

は た な 見 こ つ 「 員 に 方
そ 。 り つ と て 天 が よ 々
こ ザ ’け に 聖 の 住 り に
に ラ 後 て よ 徒 命 む ’ち
の へ 年 か つ た に 入 イ ら

こ ム 西 ら て ち か 殖 ．リ ば
つ』ラ 部 一 ノ は な 地 ノ つ

て の へ 年 ｉ ノ う を イ て
ア ス 大 た ヴ 】 こ こ 州 い
イ テ 移 つ 「 ヴ と こ ハ た

オ 】 動 か は １ で に ン 聖
ワ キ の た 急 に あ つ コ 徒
の 部 行 た 速 移 る く ッ た

聖 は な な に 住 Ｌ り ク ち
徒 後 わ い ふ し と あ 郡 は
た に れ う く 始 大 げ ’千
ち 廃 た ち れ め 管 よ ア 八
を 止 時 に あ ’長 と イ 百
管 さ に ノ が 聖 会 い オ 四

理 れ は １ つ 徒 は う ワ 十

殊 訂 笠 ・創 犀
て ’ 人 の ノ が る を ｉ 一

い ジ 近 人 １ 入 し 受 郡 月

●

ｅ

さ し て が つ 全 や り 「 の 一 ろ ツ い て い で 一 に た よ ら う で’
「 に 起や て の フ た く 声 ’ 神 ） 行 を ド て い や い に は Ｑ に

い ジ 者 オ ま ・気 を 彼 の エ が す ラ 行 る す る ’ 数 こ 川 予 石 述 つ

た ヨ に ル ま が 出 の 予 ラ．お ベ フ つ ほ と 家 そ 人 の を 言 造 べ た。 セ わ ダ し つ す 右 言 イ と て ’ た か ’ を の の と わ 者 の て こ

そ フ か ム ば か こ 手 者 ジ ず お オ 。 の ヤ た と 「 き た は 家 い と
こ が つ 兄 ら な と を Ｌ ヤ れ と ル ー 人 ン ず き 十 多 つ キ ま る に

で ’ た 弟 く い が と （ ・ た ず ソ 行 々 グ ね 病 二 く て ン で 。 つ
ジ わ 。 の ぞ 様 で つ ジ フ の れ ン は を 長 た 床 使 の ぞ ボ ’ い
ヨ た フ 容 の 子 き て ヨ オ は ’ ・ モ い 老 ０ に 徒 聖 ン 】 川

セ し オ 貌 両 で ず 話 セ ル ’ 彼 プ ン．や は 予 在 Ｌ 徒 ト ル 岸

フ が ル に 眼 あ ’ し ’フ ダ 今 ら ラ ト す 立 言 つ た た ロ 長 に

が わ ダ あ を つ 両 か ・ ム や は ッ ロ た ち 者 た ち ぢ ｉ 老 住

か か ム ら の た 眼 け ス の 息 み ト １ め 上 ジ 十 が は ズ そ ん

さ る 兄 わ ぞ 。 は た ミ 家 を な ’ ズ に つ ヨ ニ 居 古 に の で

難 濃 誉甥 ころ慕 書電径書鱈 麟 翼磐黙
誘 嬰差締 ぞ編 誌 道恐 勇身馨 遡 焚絞
い と 見 こ い は し ’死 。 う 従 テ い 行 と リ ブ 言 中 た 長 を

を 低 え と た 彼 ま フ の 一 と つ イ た く 同 ガ リ 者 に ち 老 こ
い い る が が の い オ 男 行 思 て ラ ウ と じ ム ガ は 住 を た と
や 声 よ そ ’手 ’ル の が わ 行一 イ こ よ ・ ム 到 ん た ち こ
さ で う の や を あ ダ そ 部 れ つ．等 ル ろ う ヤ ・ 着 で ず に と’く
れ 「 に 場 が と た ム ば 屋 て た の フ へ に ン ヤ す い ね

蕊塾編 遡 ㌫ 父塚 慰 １藻 劣蓑 １昼愚’
が と ・す 変 だ と も み る 瀕 次 と ・ に 臥 い 住 ず の 言 一 て

あ さ そ べ 化 ま に は よ と 死 に ご ウ つ し を ん 第 中 つ し か

て

は

ウ

イ

ノレ

フ

オ

ｉ ．

ド

ウ

ツ

ド
フ
フ

長
老
が
次
の

よ

９
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豊

９

老 さ ラ ハ ッ ト 供 言 る の 会 い 、 べ た い い う る 大 手 「 な ら ．る
に れ フ ン ．ド か た 者 二 あ 員 に ご ’が の た ．で ’声 を 信 た え か

言 た 長 カ ラ ら ち は 人 た で 臥 の 予 ’床 と あ 床 で と じ は た ．と
つ 。老 チ ラ 絹 を （ の り な し よ 言 こ か 思 り．か 「 つ ま イ ら た

た 予 が で フ の い 彼 子 見 い て う 者 れ ら つ 人 ら フ た す 工 助 ず
「 言 行 子 長 ハ や の ．供 て 一 い に に を 起 た の 起 ’オ ま Ｌ ス か ね
君 者 つ 供 老 ン す た を ’人 た し つ け き 。声 き ル ま と ・ つ る
が が て た に カ た の い 予 の 人 て い と 上 つ で て ダ 数 答 キ た ’と

湯 書魏 差漫 芒薯影 書翻 呈蝦 粕 論㍊ 凋

１雛 灘 １藻鱈懇ｌｌｌ蕪
１欝黛 難顯 ｌｌξ霧 鎧 １縫箒
る す る る ち れ 言 で の 来 わ ら ら
か と と か を を つ き は て ．ざ 彼 家
ぎ き そ ら い ウ た な ご 重 の ら ．へ
り 彼 の と や イ 。か の 態 行 を と’は 子 言 し ル そ

つ 時 に な 呼 通

君 ウ 供 つ て フ し た で お わ び つ
と ッ た た く オ て が あ ち れ 戻 て

僕 ド ち 。れ １ ” つ 入 る し 行
と ラ は ウ ’ ド ポ そ た つ の た き
は フ い ッ こ ・ ケ の 。て を 。 ’

結 長 や ド の ウ ッ子 予 い 目 教 病

入 彼 亥 の 予 ト が す 言 を ’

饗縫ｌｌ議 緊
鋸 魏 恥 ぞ響 諜
生芒酵 翫 ’契 ㍑ 棄
椀 て ） れ の 叩 な 彼 声 「 て
た い 病 動 ．よ ず ） の で あ も

轡

し

を を 廷 主 件 ら ル の ぞ 受 で 挙 人 界 そ 務 知 の ば
行 交 は 席 も れ ド 憲 の け あ 十 が ） が の 長 事 十 九 れ
な 付 市 判 と た 市 法 憲 た っ ’行 か 決 法 官 は 二 ’て

う す の 事 り Ｑの に 章 い た 自 な ら 定 案 で そ 月 ノ い
こ る 条 ’あ 市 市 よ は と 。由 わ 成 さ に あ の に １ る

と 権 令 助 つ 長 参 つ 二 望 そ な れ る れ 賛 つ 法 法 ヴ に
が 限 の 役 か と 事 て 十 ん れ 憲 た は た 成 て 案 人 ｉ ち
保 を も が う 助 会 だ 八 で は 章 。ず 。で ’に 団 市 が
証 も と 陪 治 役 に け 章 い 長 。 で 市 あ 立 署 体 ’い
さ つ に 席 安 に 与 制 か た い
れ て 起 判 判 は え 限 ら す 間 市
て い る 事 事 ’ら を 成 べ 暴 の
い た あ と の 州 れ 受 り て 徒 憲

た 。 ら な 権 の た け ’の の 章。そ ゆ る 能 法 Ｌ て ア も た は

し る 市 が 律 す い メ の め ひ
て 事 の す の べ た リ ’に じ
十 件 法 べ も て 。カ ：否 な 柔
二 に 廷 て と の ぞ 合 そ や う

人 よ が 与 に 権 し 衆 れ ま に
の つ そ え 起 能 て 国 以 さ 自

陪 て な ら る は 「 の 上 れ 由
審 「 え れ 民 ノ ス 憲 の て な ．
員 身 ら た 事 ｉ プ 法 「も き 権
に 柄 れ 。 々 ヴ リ と の た威
よ 提 た ま 件 ｉ ン ィ で 聖 の
つ 出 。た も 市 グ リ あ 徒 あ

て 令 こ 市 刑 ．に フ ノ つ た る裁 状
の 長 事 授 イ イ た ち 憲

判 Ｌ 法 が 々 け ［ 州 。が 章
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。集 扶 当 姉 も ら ’弟 ん を が

記 助 つ 妹 の れ 現 の だ は も
事 協 て の や て 地 メ 東 じ た
と 会 ’報 ’い の モ 中 め ら
し 員 復 告 学 る 人 が 央 ’さ
て 等 雑 。生 。々 あ 地 現 れ
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そ
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物 無 米 早 救緊
二 線 軍 急 援 六

急 若 ヲ 基 ニ ヲ 月
地 干 通 地 原 地 十

方 ノ ジ ニ 案 方 七部 被
テ 避 ヲ 部 日

長 害 聞 難 作 力 朝
会 ガ ク シ 成 ラ カ
ニ ア 、テ ス モ ナ

ヨ ツ 会 イ ル 出 リ

リ タ 員 タ 。ス ノ
原 ヨ ノ 宣 新 コ 状
案 ウ 死 教 潟 ト 態
修 デ 傷 師 支 に ガ
正 ア 者 ヨ 部 内 判
ヲ ル ナ リ ノ 定 明

ウ ｏシ 米 状 ス ス
ケ ’軍 況 ル ル
ル 建 ノ ヲ ’ ｏ

が 部 伝 さ か 』
あ よ 道 が め 当
つ り 部 判 な 初 、．
た 救 で る か 連
Ｑ援 緊 に ．つ 絡
の 急 つ た を

た 会 れ が と
め 議 て 地 る

に が ’震 に
ト 開 救 の ポ ド
ラ か 援 も 通
ツ れ 活 た 信

ク た 動 ら の
を 。に し 混

出 そ つ た 乱す
の い 災 で
と 間 て 害 実
の 群 地 の 状

連 馬 方 大 が
絡 支 部 き つ

「

，報 車 潟∵．・会
・告 ’二 社 議 六
。東 大 帽 て室 月

＝ 中 地 デ ニ 十

央 震 外 テ 六
地 ガ 出 会 日

方 ア ’議 午
・部 ッ 午 中 後

長 タ 後 カ ー
今 模 三 ナ 時
井 様 時 リ ニ
兄 ト 車 大 十

弟 知 申 キ 五
ト ル ノ ナ 分
伝 。ラ 地 頃
道 直 ジ 震 勤
本 チ オ ヲ 務部
ニ デ 感 先
二 下 新 ズ ノ

メ 部 明
モ の し
か 状 だ
ら 態 し
ひ が た
ろ 気 の
つ づ は

で か 午

み わ 後
よ れ 三
う た 時。が 頃
’で

そ あ
の つ

間 た
の 。
こ 新
と 潟

を 支

９

豊

得 め部
て 評 救

長 六 物 議 援
以 月 資 員 計
下 十 の が 画
北 八 買 単 は
村 日 付 身 着’十 け 先 々

石 時 が 発 と
川 群 は し 実’馬 じ た 行

大 支 ま 。 さ
橋 部 つ 扶 れ
兄 ヨ た 助 ’
弟 リ ｏ協 事’荻 会 情

新 本 の 視
井 信 助 察’美 け の

塩 支 を た

着 六
月 警
十 察
八 ヨ
日 リ
夜 緊
出 急
発 運
六 送

月 用
十 ノ
九 ス
日 テ

午 ツ
後 力
新 １
潟 ヲ
支 受
部 け

筈 モ ケ 群分 夜
プ ル 馬

担 十 ウ ’支
ヲ 時 ヨ タ 部

決 伝 ウ ダ ヨ
定 道 ニ チ リ
閉 部 ス ニ 救 ．

会 長 ル 地 援。ノ ｏ方 車

承
認
ヲ

得

±
時
半手

ノ 五 十 水

他 十 五 地
組 個 七 方’） 百 部
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（ 類 ト 援 １
四 （ ル 物
百 男 （ 資
五 女 ニ ハ

十 百 十 次
食 五 リ ノ） 十 ツ 通

野 人 ト リ
菜 分 ル デ’）
入 ア

薬 フ 容 ツ
品 ト 器 タ
ソ ン 三 。

部 ヲ
活 出
動 ス
計 ム
画 ネ
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加 連
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三 国 峠 の 検 問 所 で 待 た き れ る

ト 特 態 倒 活
ガ ニ 物 ナ レ 動 三

ラ 水 資 ル ナ ヲ 地

ク ハ ヲ コ イ ス 区

タ 役 届 ト ニ ル ニ
ニ ニ ケ 。 シ ヨ 分

ウ 立 ニ テ ウ ケ

ズ ツ 行 モ ニ 各

マ タ ク 集 計 リ
ッ ’ ト 会 画 】

ダ ．津 本 ニ ス ダ

真 波 当 ハ．ル ［

暗 ニ ニ 使 ｏ ヲ
ナ ヨ 喜 用 ・支 置

街 ツ コ デ 部 キ

路 テ バ キ ノ 組
ヲ 泥 レ ナ 建 織

行 ト タ イ 物 的
ク 油 ’ 状 ハ ニ

ろ 多 つ ひ た 福 か 絡 直 支 で れ の 支 に

う の た ざ 彼 。島 つ に ち 部 自 て 大 部 分 群
か 兄 。 ま た ’て あ に 長 転 い 変 長 か 馬
’弟 こ づ ち 馬 避 つ 支 夫 車 た な 会 れ 支

再 ．姉 の き は 場 難 た 部 妻 に 。努 ’て 部
び 妹 人 祈 困 ’所 大 に ’乗 救 力 ア 救 （
メ が 々 り 難 森 を 橋 か ま つ 援 に ロ 援 高
モ カ の ’な 兄 め 副 け た て 本 よ ン 物 崎
か つ 信 進 指 弟 ぐ 支 つ 三 会 部 つ 神 資 ）

ら き 仰 ん 示 等 り 部 け 条 員 を て 権 を 地。勇 を で を の 安 長 て か た 自 ’会 運 方

気 見 困 受 活 否 ” ら ち 宅 会 を 送 部’づ ’難 け 躍 を も 無 自 を に 員 中 中
（

け 愛 に て が 確 も 入 転 勇 置 の 心 ’東
ら を た も は め ま の 車 気 き 消 に 新 京
れ 見 ち ．た じ て で 支 で 付 不 息 ’潟 ）

耀 璃 魏 畠縫 鶴た た 向 め
こ 時 つ ら
と ’て わ て．し に で 積 松 な め た で 二
だ 幾 行 ず い た つ 連 み 川 足 ら ち は 組

鯉

論 ナ シ ル 飯 パ ラ 自’ル タ 道 シ 警

導 ル 深 カ ヲ 行 通 分 。 メ ダ テ 宮 山
キ ｏ イ ラ ー ッ ス 達 ド ニ ’ イ ノ ノ
ヲ 思 油 コ ツ テ ワ デ ウ 沢 途 ル 云 下

切 慮 水 チ ト ナ ケ レ シ 山 中 Ｑ ウ 橋
ニ ト ノ ラ 云 カ ニ ッ テ ノ デ コ 所 ヲ

必 決 中 モ ウ ツ 行 カ モ 人 故 ノ 。 渡

要 断 デ 強 状 タ カ． 「 行 ヲ 障 道 「 ル
ト ヲ 故 行 態 ノ ナ 車 く 助 シ バ 昨 手
ス 要 障 突 ダ ニ イ ヲ ナ ケ テ 山 日 前

ル ス シ 破 ッ ’ Ｌ 引 ラ ル ミ ノ ヨ デ

場 ル タ シ タ ニ 市 張 責 物 タ 手 リ 車

面 場 ラ タ コ ．十 ノ ッ 任 資 マ 地 十 ヲ
デ 面 確 イ ト 四 車 テ ヲ ガ エ ニ 五 止

ア デ カ ノ ヲ 時 デ 来 取 入 君 入 セ メ

ル ア ニ ダ 知 間 サ レ ツ ラ 達 ル ン ラ
。 リ 邪 ’ ッ．デ エ ナ テ ナ ノ 唯 チ レ

色 ’ 魔 シ テ 握 昨 イ ヤ ク．車 ．一 増 ル
々 勿 ト カ イ リ 日 ナ レ ナ ノ ノ 水 。

静 で に 四 が
に 教 も 日 は 六
判 会 あ も じ 月
断 の せ た め 二
を 救 り つ ら 十
下 ．援 の て れ 日
し 隊 色 い た か
：重 は は る ｏ ら

点 調 か 。早 い的 査 く 救
い よ

に し せ 援 よ い

活 た な を う よ動 結
い 受 で 本

を 果 よ け も 格
は を う る 地 的
じ 分 だ 方 震 に
め 析 。 も か 救
た し そ す ら 援
。 ’の る も 活

冷 中 方 う 動

子 民 間。 間 ニ

ノ 何

救 度

援 も

隊 教

ト 会
シ ノ

テ コ
ハ ト
ー ヲ

番 聞

乗 カ
リ レ
デ タ

ア ｏ
ツ

タ

様

●
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ス ヲ ダ テ ナ

ヨ ト メ ラ 条
Ｌ レ ダ ン 件

ト バ ッ 荻 ヲ

イ イ タ 本 考
ッ イ ラ 兄 エ

タ ン 押 弟 メ
。 デ シ パ グ

大 シ マ 「 ラ

神 ヨ シ 大 シ

権 ウ ヨ 丈 テ

者 ト ウ 夫 イ
五 云 。 行 ル

名 ッ 今 キ ト
ト テ 警 マ ’’ 来 官 シ 運

忠 タ ニ ヨ 転

実 所 責 ウ ノ
ナ デ 任 ’ べ

ル ヨ 間 貝巳 ノレ
。 ウ ニ ハ 姉

ワ 頼 ヒ 公 妹

イ ム ラ 来 二

膨 簿
ナ シ 前 。 ノ

イ カ ノ 橋 ナ
。 シ 大 ノ イ

後 ’ 型 上 訳
ノ 玉 車 ニ ガ

車 ロ ニ 出 ナ
ヲ ｉ 引 ル イ

眺 プ ィ 願 ガ
メ デ テ ウ 自
ル ハ モ 心 然
。 切 ラ に ノ

ワ レ ウ 瞬 法

ラ 所 ケ モ イ

ナ ヲ ノし ウ ヤ
ィ 突 ｏ 水 ｉ
。 破 出 ハ が

万 ス 発 目 眼

才 ル 。 ノ ニ。 。 道 前 入

ワ カ ニ ニ ル

イ ケ 深 キ 。

ヤ テ サ テ 貸

｝ オ 七 イ シ
ヲ イ 十 ル テ

返 タ セ Ｑ 下
シ エ ン ワ サ
ニ ン チ イ イ

後 ジ ノ ヤ 。車
ン 浸 １ ０

ニ モ 水 ヲ Ｋ

モ 止 ケ カ 。
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安 不 床 全 新 調
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会 果
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僅 中 全 護
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と 新 ル 数 灘
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祈 の ガ 合
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救 方 弟 街 手 伺 力 愛
援 部 ト 道 ヲ モ ヲ ト 少
隊 長 ト ヲ 松 ノ 増 兄 シ
ヲ ハ モ 群 川 カ セ 弟 デ

準 ジ ニ 馬 兄 ヲ タ ト モ
備 メ 東 支 弟 頂 事 シ お
ス 地 京 部 等 キ 。テ 役
ル 方 中 ニ ト 合 大 ノ ニ
コ 部 央 向 交 ツ 変 愛 立

ト ノ 支 ウ シ テ ナ ヲ テ
ニ 役 部 。白 別 事 増 タ

決 員 着 安 ミ レ 件 シ コ
定 二 ’息 ハ ラ ヲ ’ ト
シ 報 直 日 ジ レ 通 信 。
タ 告 チ タ メ ル ジ 仰 互
Ｑ ’二 夜 タ 喜 テ ヲ ニ

第 今 前 静 ビ デ 増 神
二 井 沢 カ ノ モ シ へ

次 地 兄 ナ 握 尚 ’ ノ

つ 六

く 月 六 ト 後 ヲ ド
訳 十 月 自 ノ 上 ル
だ 八 二 信 活 ゲ 。
が 日 十 ヲ 動 ル ワ
、レこ 一 ツ ニ ヨ イ

メ 出 日 ケ ’気 ヤ
モ 発 以 タ 特 ヲ １

か し 後 コ ニ ツ ハ
ら た の ト 水 ケ モ
ｏ救 救 力 中 テ ウ

援 援 。二 行 一
隊 活 車 キ 本
は 動 ヲ ナ ア
こ を 入 Ｌ ル
こ 支 レ コ カ
で 部 ル ノ ラ
帰 に 時 言 ’
途 頼 二 葉 ソ
に み 何 が レ
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導 か 讃 へ 員 道 堂 と阿 が
部 な 美 て ’部 さ をい 倍 ’日
長 雨 歌 ’評 長 る戴 う野 全 増

耀 講蟄 能 舗 腓 阿
齪 喉誘 齢 誤 羅 倍
が そ い れ 支 の Ｒ段 い 員 姉 が 野

鷲 認難 雛 鮪騨 支
巌 靹購 論 欝 能 部
び 。さ れ ’係 ’達 恵 こ は る
の ア あ ま 多 者 ア し み ぷ ’今

涙 ン つ し く ’ン た に る お 日 ・

を ダ Ｌ た の 地 ダ か よ 元 元 こ

流基 謀 方農 客 毬
さ ンわ 会 を部 ンす 教 す す て

れ 伝 や の迎 役 伝 ｏ会 。か す
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黙
襲

り益 員 話 の に せ 夫 れ 育 て 御 ら も １叢
し々一 を深 一 ず 妻 もて 働 紹 ま早 拶
て 御 同 受 い 生 毎 は とて い 介 せ く ；・

居 健 深 け愛 懸 日片 の 下 て し 準 建 叢り
、康 く過 と 命 の 道 岡 さ 下 ま 備 築
ま で 感 さ理 尽 様 一 町 つ さ し しに
す ’謝 せ 解 しに 時 支 た り よて 取 働 一 る り合 く来 で 私 け 感 る さ い し た
。御 して の て 阿 間 部 上 こ う お 掛 き度 と建 せ ’上 見 達 れ 謝 の れ 問 今 た Ｌ

幸 て 戴 中 下 倍 半 へ 野 の 。 りれ 度 よい て て一 る て が ど しで よ の ’ ｏと
せ い きで さ 野近 帰 山 様 長 ま る い く う る働 人 もい 何 もて 大 う 念 会 お

密 毯 い毒款 蘇 距 慰 霧 瓢 天零喬縷 黙 乞羅 憂
さ 。た の まか の ま長 晴 阿 と今 し も出 に 力 は に な 堂 す 喜 て 実 は れ
れ そ ｏ両 しよ 道 し御 し倍 希 や ’う来 よ を な 出 い は 。び い 現 長 ま
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Ｑ
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そ
し

支 同 し命 書書第 第 支て

鱗 撫 部蓬
い 員 トた 助 記 長 長 長 と

で 達 マ ｏ し
す よ ン市
が りで道麻 阪小 清 市
ｒ敬 す 支
あ 愛 。部 見 本 倉 水 道
な さ彼 長
た れ もは 広 頼 国 武 喜
は て 上 若 八

年 い 野 い 男 彦 康 司 郎
が ま 山 は

若 す 支 つ
い 。部 ら

て

鯉

一 ４５５一



含

き

き

吻 剛蹴蹴” 臨㎜

織 お が 月 に 設 せ 会 活
ア 支 が り ’に あ の い 六 気 皆

執 主 ロ書 第 第 支 部 支 ま そ か ふ 為 か 月 に さ

即支 部 だ よ り

込 持 老 す テ フ ｉ前 潔 言 た
ん を を る ｉエ の 四 に 葉 め
で 受 初 事 チ ロ力 章 もに に

勢 禰 論 難 罫 製 等 舗 禦 旭男写繍 募 撹 ♂ 会
ル
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権
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才
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支支
部部
長長

横近 ）安近 大安
井藤 田藤 田田原

秀 琢 雅 琢
一 亘 三亘 稔 三

墾育握鎌 蓑郷 思川 紹 毯 鍵 脚篁募號
しニ ク人 す う ど部 ま 。 っ任 教 様 プ ン を を 模 に じ
た 十 に の 。うん 大 す ご 支 て を 師 に ・ グ得 金 範 も ら
の 八 も活 旭 と ど会 。の 居 果 ’監 グ ” 言 に ’れ

翻 雛 甥 餓 調 部叙 鰭 雲誇 誘窪姦
知 支 ず 長 部 の発 き の 旭 ま く者 教 を ンの て な もな
ら部 に 老 で が に な北 川 す 全 ’師 よ神 重 支 さ ’ら

蔭 楼 竺貧獲 魑 ．轟 藷 権杳難 備像
ま で ん い 月 一 ’が 地 は 霊 姉 力 画 ブ標 会 （ に 。
す 次 ば まか 人 御 続 方 本 ’を 妹 ッ し ラで メテ もむ
。の つ しら 一 国 い 部 当 注 の ト実 ンあ ン モ ’し

組 て た 四 人 建 た 大 に ぎ 支 長 行 チ る パ テ 純 ろ

。バ 多 い で 会 本 次 せ た 委 委 長 シ会 会 会

畠 又 ザ い 立 あ の 当 の し く 員 員 ツ計 長 長
山 六 ｉで ち る お に 機 た さ 長 会 ピ
姉 月 に す ま と話 信 会 い ん ン
妹 二 ’か しい の仰 に 事 支 グ

簾 舞縫実餐騨 糞
ま一 果 に 川 を 北 達 せ 一 ま 熊 安 山 笹 大 近 大 安 一

効 蝉 聯 獣 蛎 娩 田 田螺 噸 田条
彼 姉 わ れ 当 て 地 り す りが 政 琢 郁 靖 雅
女 妹 さ る に 私 方 で ｏま ’雄 三 子 子 稔
は が れ 建 力 達 部 す す 今
小 誕 る築 強 は は 。 の 月

「方 Ａ ず ま 山 々 し十 会

生 と 資 い 本 開 旭 で は
し思 金 若 当 拓 川 彼 ” ま 建 フ 扶 ア
ま い 集 い に の支 等 あ お だ 第 委 築 書 副 委 工 書 第 第 会 助 教 ロ教 教 教 執 執 執
し ま め 人 ふ 時 部 は と知 ま 二 員 資 委 員 ロ記 ニ ー 教 師 ン 師 師 師 事 事 事
た す の が る 代 大 ’は ら だ 副 長 金 記 員 長 ｉ兼 副 副 長 会 グ神 グ グ グ グ グ グ
ｏ

し指 リご た な に に
い 導 ｉし 「い つ 支
曲 曲 ン ま砂 海 れ 部
Ｌ と ボ し山 の て を

で 被 １た Ｌ よ行 お
も露 ル 。の さか と
つ曲 と夜 歌 を れ ず

て そ しは 碑 味 まれ
短 して Ｍ を わ した
い て 両 １た い て 我
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澄秀道瑛 忠 正 武調 栄
子 子子 子 興 俊 尚男一一 誠

れ す な よけ び る に詞 無 は 大 信 も 由 さ
み の大 ね し国 は 十 た 名 が さ る が ど今 に ず を こ は の 事 ’会 仰 ’で い
ん 支 会 た た の す 三 。ば 新 て 事 ’は 日 皆 に 証 と つ とバ い に に 武 一 時

欝 魏 鍵 課 携 育翻 騨 群瀧 糎隻鳶酵 謡 蠣 雑
つ用 １て 白 で 辺 土 ’出 地 の い そ ら群 も な ま彼 と彼 ス武 席 て 妹 は つ

て 意 ル ー 秋 は へ ） 席 で 十 ま れ 水 馬 馬 お 会 し女 ’女 マ 藤 し五 や 教 た
い さ ド時 が 知 サ 昼 し行 三 す 主 を 支 い 員 た が こ は を 姉 ま月 一 会 小

難 舞 駕 隷 芒㌫ ．鯨 馨支雛 誇 籔醗 拠 播 劉
て れ 四
有 ’日
意 我 に
義 々 は
な 群 大
会 馬 望
を か の
持 ら１地』て も区

ま 三 大

綜 皇部羅 振 鯉 垂塁 轍 郵
に 様 便 下 う彼 マ 真 言 が し毎 行 深 が た
励 な り・ さ私 女 を の 葉 出 ．よ回 な い で め
ま今 し
さ 日 ま
れ こす
て の 。’お 頃 昼

ら で 間
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い た が 受 神 で 来 で の わ 友 き に
ｏち不 け の しま ’家 れ 情 ま身

と 自 ら教 た し二 庭 た とせ 体
い 由 れ 会 が た 十 集 地 彼 ん が
つに るで 本 。一 会 方 女 。不

し負 喜 あ 当 証 日 に部 の で 自
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目 い 様 手
的 ま御 親
に す 元 愛

瓢 魏 甲 お様兄
護 鶴 府 雛 鋸’部 建 姉 し一 妹

努 の 設 妹 支 て 日の
い も上力 会 に の

一 獲

で さが つ 教 た に す ．に た つい 人 を方 大 し ミ宣 た 時
心 が 新 す れ 出 つ 師 。必 。よ 。て Ｌ 間 見 部 会 た ル 教 明 Ｑ間

鵬 徽 購 襲瓢 鱗 髪銭監三
慾 彗 あ離 麓 獅 き川柔概 発 旦

纏 撫 部手鷲
い も し 。

ま 暑 て

す さ い
。に る

さ め こ
て げ と
’ず と

五 ’思

。立 様

じ上 の
やる あ

又 事 わ。が れ

出 み
来 の
る み

の 今 間 つ教 み の 被 が 「話 め 兄 又 前 時 ・て は
こ使 もて 会 込 支 害 帰 マ を た 弟 療 ’か 玉 く六

り つな ’建 ん 部 を つナ は 人 の養 我 ら子 れ 時
の て く 日築 で 長 受 て Ｌ さ の プ を 々 の ）’た の

部 い ク毎 の 救 は け二 をみ 心 ロほ の 神 を 定 聖
分 る う に方 援 さ ら 日得 特 を グぼ 一 権 お 食 書
が 建 ス 姿 は に．つれ 後 る別 曳 ラ終 般 会 い （ の
出 物 ル が 熱 か そ た ’事 に か ム え大 と し ム輪
来 は １変 心 け く と無 が 証 ず 外 ■ 会 扶 くギ 読

吉筋 縫 砂 の填黙 禦 黙 離 篇
わ こ屋 出 築 ま ッ事 地 ま を か 真 な井 会 べ １ま
け わ 根 来 宣 し ク で震 し持 な の 顔 地 の ま トり
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１す い が あ ｉ忙 だ た こ御 本 す で 子 で が と甲 か い 暖 等 き二 が 月
よ そ ま え お 。に ’り ビの ぞ 。ろ 名 人 。
うれ しえ 忙
』こ もて ’し

び大 ね い そ
で 変 。ろ う
い な そ ん で
つん れ な す

ぱ で に 会 ね
い す 今 の
の．よ 後 う

表 ｏ支 ち
情 （ 部 あ）
と長 わ
い とせ
い な な
な つ ど
が た が
ら の あ
もで り

し の も松 も府 ら まい に ’十 ひ 二

響欝 誌毯 題 鶴 醒 誘套襲 硫 嚢難 ら‡
え長 の い うす 人 に 新 老 証 。は ツ会 員 員 く モ い るで ’か ’

下 老 で た ’ Ｑい ’山 が 拠 今 ’と員 が が る ル き 松 い 一 れ 二
さ は 記 し ち そ わ 派 靖 ’に は 今 か 達 少 少 の モ に 本 つ般 ま十
い そ 者 ま よこ く遣 夫 甲 ⑤ そ に らで い な で ン は 支 ぱ大 し四

ま ん も し つで “さ長 府 じ の き い しの か は とい 部 い 会 た 日
しな 少 た と支 腹 れ 老 に 会 準 っ” た で つな は つ の で と 。と

た記 々 。お 部 が て とい 員 備 と とが ’た い ’も チす ’二 松。者 あ ご じだ す
い い ら達 中 発 い ’こ の で こ な ［ 。盛 十 本

雑 雛 婁鷺 墾 譲 響 盤 罎 貿奪評 杏藷
鼎 喬 懸 鼻 都 奄認 硫 ｝樽説 憲みへ難 あ
談 で籔 難 い競 罷 掃 謹 朕 発耀 慰 糟
りい し望 ンは 老 まわ た た ろ く州 小 ん 。会 い しさ 学 が Ａ 大
で ね た も タ多 ” し り 。日 で る つ粒 ど もで き ま と校 で ’会

◎

ｌ ｌ ｌ １
で の ひ 私 て よ を （ 甲’い 次 名汝 尽 彼 の （ た 力 皆 す 宣 又 宣 （ け 本 長 ば 私 宣
す 人 きは い く の ち府 わ に に の し ら べ こ 。しさ 。教 ’教 ズ た の さ つも教
ね は つ そ わ ’ り よ支 れ 会 よ 神 ’に た こ
。大 け うれ 人 出 つ部 て 員 り を勢 ひ 句 で

気 へ る思 る 数 し との い の て 愛 力 と を 記
持 ん とい ん が ’ご印 る 人 神 す とつ 思 者
が 明 こ ま で 少 耳 ま象 こ た、に べ 思 の い は

や 朗 う せ す い を つは と ち 仕 しい 誠 出 ’
さで が ん け と す た ど な か う ’と命 し先
し ’あ ネ どか ま表 う ん ら べ 又 体 を ま ほ
い そ る 。ｉ姉 せ 情 で で ぜ しイ力 与 しど
か れ と素 ９妹 て ’．す す ひ ） エ を うた の
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い が か との に り と員 の み の に
る ’ら な 時 な と思 達 す よ 長 な
と御 一 つの ら御 つに す う老 ら
い 国年 た 感 れ 答 た 自 め と達 れ

う建 と の 想 て え の 分 も思 が た
こ設 ち は な ど ！ もを あ い や 動

と の よ昨 ご の ） 原 通 り ま つ機
を た つ 年 ＝ く
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午 球 の ポ 大 さ つ こ声 も主 た に の す ン豆 花 お し 阿
後 夕 は 活 ［会 去 れ つ とが ’の か 玉 喜 。を リ ’お た 夏 倍
六 映 接 躍 ツ が る補 書 第 第 支 お きで 再 も愛 ち の び さ去 ン ま わ 。の 野

製 瓢 套編 記藷 獣 怨 続 ㌶ 鞭 琴窃 談 懸 仙藩
鶴 駿 舗 主 隷 腰 唾瓢 諭 錫 倉弩鎧 瀧 台書

り部 支 に 気 が の い う仙 緑 木 ’す 台 さ さＭ 山 し優 い で 日 長 長
１形 ま勝 て 行 ’ き長 部 流 に あ 素 い 五 台 の ’．あ ｏは ら 支 ん

つ会 長 れ な り晴 神 月 支 豊 み ざ支 今 と よＡ 支 し カは わ 十

套磐 摺 媚 塩天中阿紙甜 務 播 罐 辛敷 赫 携 嬰部 歪
が 教
開 会
か 堂
れ ホ
ま １
．しル
た で
ｏ 、

を支 し山 り度 内 を ’よ い の．二 よ葉 春 な 庭 に 洗
も部 た 形 野 田部 谷 ま 次 な 聞 彼 う家 卵 日 りが の つ に美 う

１轍 昭力蜜 継縫 難 ｌｌ纏’た の 地 新 た きい 姉 か は 長 っい ｉし菊 香 り

卓 ち ス 区 成 に る歌 妹 な ゆ 家 て ま ズ て の に ま

く
お

願
い‘し

ま

す
ｏ

雪

い 歌 つた ち 形 れ か 当 ま兄 郎 し本 う と ろ 番 事 物 ヤを妹 イ方 ［支 ま踊 山
と を て ら に 大 支 ’ら に に 弟 兄 た 当 じ方 ぶ に す とチ した シで ’部 るが 形
思 私 備 し ま会 部 ゆ あ霊 よ ’弟 。に て 向 ｉ出 べ い ヤめ ち ヨは ク の で 日 支
い た え い つか の きた の る 中 ’翌 山 。ち Ｌ た る え チ た と ン ら ラ兄 あ 本 部
ま ち ら印 た ら 皆 とた 喜 素 川 渡 日形 あ が と と事 ば ヤよ ア 。は リ弟 つ 調 の
す は れ 刷 讃 帰 さ どか び 晴 姉 部 の ’ん い 思 い ’あ 。う ラ フ ら ネ た らの 花
。こ た の 美 つ まい くを し妹 正 一 仙 よ に つ う は の

（ な ビ ラ し ッち え あ笠
じれ 三 に 歌 て に た 仙 うい ’雄 般 台 あ ひ た あ じ ピ だ ハ ア ン た トの の の 音
やか 十 お が み 心 も台 け お 稲 兄 大 地 ん つ と る め カ つム の ス の の 迫 舞 ポ度

ま ら さい と る か て支 る 話 垣 弟 会 区 よ ぱ た 姉 て ピ て サ 若 人 は 演 力 台 ｉ ’
た 大 つ 。ど と ら な部 こ ’姉 ’に大 ラ っん 妹 ハ カ な ム者 形 ダ奏 あ の ル 姉
来 切 も皆 い 教 感 しの と コ妹 田 は 会 して い の イ しに な が の ン ’る よ に 妹
週 に の の て 会 謝 を 会 が ｉを 中 本 な て くつ 嘆 ヒた し兄 大 よ ス そ ド．う ピ の
！！つ こ信 お の し し員 で ラむ 建 部 らい れ も く ［床 ろ 弟 和 うの れ ラで ッみ
か の 仰 り玄 て て を き スか 治 か で ら る 兄 に ル ！山 た シに デ か ム しタ ご
つ新 とま 関 お 下 む ま ’え兄 ら は れ の 弟 は を そ 形 ち ヤ着 モ ら ’た りと

て し証 しに り さか し証 て 弟 の の た で が 「 は の 支 の ン飾 ンみ 電 Ｑしな
い い した は ま つえ た 会 ” 山一 と ’グ あ い す 部 踊 ジ つス て 気 又 て 日

き讃 に 。 ’す た．て 。とみ 相 田 夕 か か イ つて べ の る ヤた トい ギ 仙 い 本
た 美 よ あ ま 。山 く心 本 た良 五 で 。ろ ッ ご本 る名 チ ク姉 レる タ台 て 舞

六 ’

呈

冒 東
わ 京
入
式 南

奢 支

霧 部

装
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倉 糸 石 石 石 古 米 山 三 申 荒 旭『矢 ．梁 阿倍

住 甲 井 井 原 内 本 田 戸 井 川 川 野 野

八 徳 千 道 寿 裕 郁 壮 調 隆 旗
代州

男 子 子 猛 男 行 美 子 誠 一 一 治 奉

一 芦 秋 甲 村 金 大 広 小 宮 今 青 群 大 中

之
宮 沢 山 府 上 沢 谷 島 川 下 井 木 馬 森 村

恵 ひ う 加 通 洋 幸 政 利 一 み
美 う た 代 ど子 り
子 み 子 子 子 子 子 男 昭

高 岡 坪 新 村 名 高 須 森 松 宇 久 京 中・ 古

山 山 井 潟 山 屋 橋 沢 本 野 恒 都 込

洋 陽 千 俊 千 正 木恵 恵
ノ

子 一 子 夫 子 宏 博 暉 実

バ

プ
テ

ス
マ

九
六
四
年
四
月

伝

道

本

部

だ

よ 、

り

鈴 中 奥 古 東 田 松 稲 三 清 清 金 小 佐 斎 岡 中 岩 村 岡京 の 々

木 能 田 賀 中 辺 尾 垣 宮 水 水 子 樽 木 藤 本 村 佐 町央

克 国 康 志 昌 篤 八 都 睦 久 治 登 純 宗津 千 美 志

弘 雄 稔 石 子 子 一 代 子 子 子 司 子 洋 子 光

中 東 古 島 佐 伊 藤 東 若 田 滝 滝 沢 佐 佐 中 河 石 皇京 京 田 々
示

山 東 田 崎 藤 藤 松 北 部 中 沢 口 田 木 川 川 内 田 東

ヤ 陽 康 博 正 正 節 保 愛 あ 晃 喜 正 真
ヨ や
イ 子 彦 省 博 昭 子 利 子 実 ．子 一 克 茂 江 弓

驚

◎

導
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壱

豊

魯

高 松 京 芦 山 甲 渡 居 金 西 広 山 伊 旭 矢 高 西 森

野 井 都 沢 田 府 辺 村 沢 村 島 田 藤 川 野 橋 村 脇 神

伸 ’保 勝 完 春 次 栄 義 啓 敏

将 夫 博 男 美 治 樹 美 ＿ 昭 徳 正 雄 権

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
〃 執 〃 執 〃 執 執 ‘ 祭 執 〃 〃 執 教
） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ）

桜 西 青 日 服 名 林 高 日 関 佐 室 柴 保 松 金 鳥 中 長 増
の 古
井 宮 木 坂 部 屋 橋 向 藤 蘭 利 本 丸 居 村 井 田

勝 圭 光 義 勝 上 正 雅 利 定 晴 恒 博

彦 造 二 寿 久 宏 宏 曉 喜 晴 守 強 幸 非 彦 ：文

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

祭 祭 〃 執 祭 〃 教 〃 執 〃 執 祭 〃 〃 教 執
） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ）

三 名 井 船 堂 鈴 菅 仙 横 藤 三 大 岡 釜 前 猪 槌 塩 中 岡
の

井 取 川 山 前 木 原 台 山 崎 宮 内 町 石 川 原 谷 見 川 、珂

重 俊 秀 誠 喜 真 一 義 幸 敏 隆 敏

克 豊 洋 憲 雄 雄 郎 一 尚 義 朝 男 博 男 元 一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

〃 〃 教 祭 教 執 執 執 執 祭 〃 祭 〃 〃 〃 執
） ） ） ） ） ） ） ） ） ）

、 ） ） ） ） ） ）

東 石 鈴 東 浅 高 東 酒 神 磯 万 豊 辰 堀 東 新 河 島 東 佐
示 示 尽 泉

郷 坂 木 西 野 吉 南 井 崎 本 松 巳 口 北．田 合 村 中 藤
， 央
淑 晃 時 弘 武 和 博 一 伸 正 富 誠 隆

哲 一 仁 夫 志 肇 郎 則 行 宏 郎 通 信 夫 郎 保

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
〃 教 執 長 ．長 長 祭 ．〃 〃 〃 執 教 長 執 執 教） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ）

． 比 那 木 神 平 遠

嘉 覇 村 田 野 藤

栄 十 勝 文

吉 左 治 也 誉

　 　 　 　 　

教 長 〃 〃 祭
） ） ） ） ）
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奏 よ ぶ る 奏 グ ま い 回 聞 や 維 従 に に
さ び 聖 こ 人 し ｒ 教 せ 速 復 く 集 持 』つ お お 音 ・

楽 の 用 き 曲 て ・義
を も い ま を は 「 に’の る す 教 な 黒 ふ

前 に 器 。会 り 人 さ

譲 轍 薩噸 麟 膿 叢

奏 か 楽 の ま 霊 わ
と ぎ は 讃 せ 歌 し

叢梅 く
後 り オ
奏 ま ル
に す ガ 集 唱 ど な
か 。ン か う を い
ぎ 聖 ’ ら 人 唱 「
っ 餐 ピ 正 も つ ラ

て 会 ア し 演 た ヴ

行 で ノ く 奏 り ソ
な 演 お 選 す 演 ン

唱 た も た な 歌 も も 私
つ 福 信 め く 詞 ひ ’た

た 音 仰 に て や じ ま ・ち
り の と 唱 は 演 よ た の
演 教 祈 わ な 奏 う 「 教
奏 義 り れ り に に レ 会
し を “の る ま は 重 ク の
た 教 気 曲 せ 最 要 り 宗

り え 持 目 ん 高 な 工教 、
し る ち は 。 の 部 １．上
な よ を ’宗 標 分 シ の
く う 吹 唱 教 準 で ヨ儀
て な き う 上 が あ ン 式
は ほ こ 人 の い り 活 や
な ど み に 儀 つ ま 動 集
り よ ’ も 式 も す Ｌ 会

あ を よ オ 支 音 の う ぶ の 受 相 他 ン の ま 、
り 利 一 い ル 部 楽 隊 と こ 長 聖 け 談 を ギ 正 す
ま 用 年 で ガ 長 委 長 す と と 歌 て を 含 ン 規 。
す す の し ン 会 員 ’ る が 監 隊 始 し む グ の こ。る う よ奏 の 長 会 な

．で 督 の め て す ・ 聖 の
よ ち う 者 一 （ 計 ら き 会 隊 て か ベ マ 歌 聖
う 毎 。（ 員 聖 書 指 ま （ 員 聖 ら て ザ 隊 歌
に 月
あ ワ
ら １
ゆ ド
．る 部

努 （
力 支
を 部
払 ）
う の
べ 聖

き 歌
で 隊

も × 歌 記 揮 す 支 は 餐 監 の １ で 隊
隊 ’者 。部 ’ 会 督 合 ズ あ はし

欲 お の 図 ’十 長 聖 で 会 唱 」 り 聖

音

楽

に

関

す

教 る
会 教
の 会
一 の

般 方

手 針 ・

引

き

か

ら

し よ 隊 書 オ 分 会 歌 唱 （ 団 「 ま 餐 て 部 歌 ま う
い び 員 係 ル な ） 隊 う 支 は 神 す 会 教 長 聖 隊 ワ し な

●

趣

な 補 獲 ’ ガ 聖 の の は 部 ．’権 。の 会 会 歌

ら 助 得 ワ ン 歌 認 指 ず 長 聖 者 青 と の ） 隊） 指
に ｉ 奏 隊 可 導 で 会 歌 合 年 き た の は

と 揮 援 ド 者 を を 者 あ ） 隊 唱 合 に め 指 監
が 者 助 部 ’組 受 が り の の 隊 唱 唱 に 図 督

紬箋欝譲耀聾験騰萎

１ よ ら

ド う 一
部 。層
（ 適支
切

部 で） あ

聖 り

り 黙 い ピ こ い 前 り 会 き ム 会 り と 一
年 （ 方 想 る ヤ ろ 世 工 ま ま で 教 音 で 讃 の 衆 ま 望 曲 ど 会
四 イ は す 間 ノ・も の 夫 た す き 会 楽 あ 美 基 が す ま の ん 衆
月 ン 賛 る ’ま あ 中 Ｌ は 。め の に り 歌 礎 讃 。 し 讃 な の
号 ．プ 成 た お た り の は 後 従 ら 各 関 ま 指 と 美 す い 美 集 唱よ
ル し め そ は ま 教 賛 に つ れ 集 す す 揮 す 歌 べ の 歌 り う

り １ ま に ら オ す 会 成 行 て た 会 る 。者 る を て は を に こ
％ ヴ せ 静 く ル が で し ．な ’様 に 革
メ ん か そ ガ ’は ま わ 教 式 お 新
ン 。に の ン 閉 ．ふ せ れ 会 に け は
ト

子

ス

千
九
百
六
十
四

着 集 で 会 つ ん る の 従 る 賛席 り 数
の う 。 「 集 つ 音 成

し で 小 祈 に
て 話 節 り 行
い さ が が な

る れ 演 終 つ
と た 奏 つ て
い こ さ て い

う と れ か る
や を て ら と．

音 会 て 楽 し楽
に 行 は な
に お な ’い
関 け う 教 。
す る べ 会
る 祈 き の

新 り で 総
し の あ 大

は べ 唱 の 二 唱 お と
ほ き う 神 曲 う い
ど で こ 権 の べ て
よ あ と 者 讃 き も
い り を 組 美 で 会
速 ま 以 織 歌 あ 衆
さ す て と を り は
を 。音 補 唱 ま す
目 楽 助 う す く
標 プ 組 こ が な
と ロ 織 と ’ く
す グ と で も と
べ ラ は あ つ も

１
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